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「行ってらっしゃい」

　午前七時半。私よりも一足早く朝の支度を整えた夫──奏かなでくんを、玄関で見送ろうというところだった。

　先日二十九歳になったばかりの彼は、営業部営業二課の係長という重責を担っており、ダークグレーのスリーピーススーツに深い青色のネクタイがこなれていて素敵だ。自分の夫であるのに見とれてしまうくらい。

　魅力的に見えるのは、そもそもの顔面偏差値が高いせいでもある。きりっとした眉と二重の目元、高い鼻梁はイケメンの代名詞。加えて身長一八〇センチ近い高身長。聞けば学生時代、友人と待ち合わせをしているときに女性から声をかけられることも珍しくなかったらしい。

　いわゆる逆ナンというやつ。なるほど──とすぐに納得できるほど、確かに彼の顔は整っている。

「あ」

　そんな『デキる男』を絵にかいたような奏くんが玄関のドアノブに手をかけようとしたところで、なにかを思い出したみたいな声を上げ踵を返した。

「どうしたの？」

「金曜だし、里り桜おちゃんさえよければ今夜は外で夕食をとらない？　普段よりは早い時間に帰れそうなんだ」

　奏くんの微笑みはいつも温かくて、私を穏やかな気持ちにさせてくれる。

　三歳も年上なのに、私の前で偉ぶった態度をとったことがない。常にさりげなく気を使ってくれて、ひとつひとつが優しい所作であるのも、彼の素晴らしいところだと思っている。

「本当？　うれしい」

　私は思わずワントーン高い声で小さく叫んだ。

「またあとで連絡するよ、じゃあね」

「気を付けてね」

「ありがとう」

　そう言うと、彼はもう少し近づいてと言わんばかりに小さく手招きをする。

　マンションの玄関はそれほど広い空間ではないから、私はやや前傾するに留めた。それだけでも彼との距離はかなり縮まるはずだ。シンプルな黒髪のショートヘアをセットするために使用した、整髪料の香りが鼻腔をくすぐった。

「っ……！」

　奏くんの大きな手が私の頬に触れ、その刹那、唇が重なる。

　ちゅ、と軽微な音を立てて、唇はすぐに離れた。

「奏くん……」

「今度こそ、行ってきます」

「う、うんっ」

　顔が赤くなっているのがバレていないといい。慌てて返事をしたあと、扉が閉まった。見えない背中に、もう一度「行ってらっしゃい」と言う。

　心地よい感触を思い出しながら、私は指先で自身の唇をなぞってみた。

　──温かかったな。奏くんの唇。

　結婚して三ヶ月も経つのに、キスするだけでまだ胸がきゅんとしてしまう私って、変なのだろうか。

　こういうエピソードをぽつりとこぼすと、同期で友人の千ち世よちゃんからは「里桜って人妻になっても永遠の少女だね」とからかわれる。自分ではそんなことは決してないと思っているけれど、同期のなかではやや奥手で浮いた話のなかった私は、ピュアなイメージがあるのだという。

　「そういう清純っぽいところが里桜のいいところだし、若わか林ばやし係長も気に入ってるんじゃないかな？」とは千世ちゃんの見解。清純だなんてくすぐったいけど、悪い印象ではなさそうだから、いいのかな。

　──さて、私も朝食のあと片付けをして、出社しないと。

　私は足早にダイニングへと戻った。





　◆◇◆






　私──北きた嶋じま里桜と夫の若林奏が出会ったのは四年ほど前の春。新卒の私が、ドラッグストアから百貨店まで幅広く商品を卸している『Ｆ＆Ｍコスメティックス株式会社』という化粧品メーカーに入社し、営業部第二課に配属されたときだった。

　第一印象は「こんなに素敵な男性に会ったのは初めて！」。芸能人顔負けのルックスなのに、本人はそれをまったく鼻にかけない柔らかい物腰なので、一目惚れだった。

　当時主任だった奏くんは、直属の上司にあたる。入社直後でなにがわからないかもわからない私の面倒を辛抱強く見てくれた。私はお世辞にも営業向きの性格ではなかったので、彼はすごく苦労したのだろうと想像する。それでもそんなそぶりは一切見せずに、「さっきの資料説明、声も出てたし明るくてよかったよ」とか、「先方が『新人の子感じよかったね』って褒めてたよ」とか、根気強く褒めて伸ばそうとしてくれた。

　若林主任は本当に優しくて素敵な人だ。だからその優しさと恩義に応えたくて、一生懸命目の前の仕事に取り組んだのだけど、どうしても営業という仕事に馴染むことができなかった。最低でも週に半分は取引先に足を運び、その場にいる大勢の人たちとコミュニケーションを取りながら商品を売り込むことに気後れする日々。頑張ろうと思えば思うほど気持ちが擦り減ってしまい、自分が自分ではなくなる感覚に陥った。

　私は悩んだ。こんなに苦しくなってしまうなら、会社を辞めたほうがいいのではないだろうか、と。

　そこで助け舟を出してくれたのも若林主任だった。彼は私の様子がおかしいことに気付いていたらしい。「着実に仕事を覚えてくれているから僕としては残念だけど、つらいなら異動願いを出してみるのはどう？」と提案してくれたのだ。

　お世話になった主任に申し訳ない気がして、異動の希望を出すという選択肢は考えていなかったのだけど、その彼が「このまま辞めるよりはずっといいよ」と背中を押してくれたことで、決意を固めた。

　そうして経理部に移動してからは、かなり気持ちが楽になった。と同時に、私はデスクワークのほうが向いていたのだな、と気付いた。

　もちろん、これまでの業務内容とは全然違うから、覚えなければいけないことはたくさんあった。けれど、憂鬱さはほとんど感じないし、なにより仕事に楽しんで取り組むことができている。

　自分の適性に合った部署に移ることができたのは、若林主任のおかげ。新しい部署での仕事が少し落ち着いたころ、私は改めてお礼を言いに彼のデスクを訪ねた。

　主任は「仕事が楽しい」という私の話を、いつもの優しい笑顔で聞き、「よかったね」とよろこんでくれた。その直後。

「ところで北嶋さん、これから時間ある？　よかったら久しぶりに食事でもしない？」

　ちょっと緊張した面持ちで、主任が訊ねる。

　突然のお誘いに心臓がどきんと跳ねた。これまでも、仕事の合間に一緒にランチをとることはあった。でもそれは外回りの同行という業務上の理由があったからだ。

　窓の外は夕闇をまとっている。ここから先はプライベートの時間、それもディナーに誘われるなんて──

「はっ、はい！　ぜひ！」

　考える間もなく即答した。一緒に仕事をしている間はなるべく意識しないようにしていたけど、憧れの上司からディナーに誘われて断れるはずかない。

　連れて行ってもらったのはおしゃれなトラットリアだった。店内は落ち着いていて、赤と緑と白のイタリアンなカラーでまとめられていたのがとても印象に残っている。勧められた白ワインで乾杯して、営業部にいたころに担当していた取引先の話や、経理部で今私が頑張って覚えている仕事の話をした。

　大好きな上司とふたりきりの贅沢な時間。部署は離れてしまったけれど、最後にこんなラッキーが訪れるなんて考えてもみなかった。

　会話の合間に彼の顔を盗み見ながら──白ワインのグラスを傾ける主任はとても絵になるな、と思う。

　同期の間でも、「若林主任ってカッコいい」という話題はよく出ていた。「里桜は話すチャンスたくさんあっていいよね」と羨ましがられることも多かった。

　確かに話すチャンスだけはたくさんあるけれど、だからといってそれ以上のなにかが期待できる見込みは薄い。私は他人から美人だとかスタイルがいいとか、容姿を褒められたことがないし、話し下手だし。女性として彼にアピールできるポイントがなかったから、上司と部下以上の関係になろうなんて下心は抱いていなかった。というより、諦めていた、というほうが正しい。

「北嶋さんが異動して、すごく寂しいよ」

　──だからそのとき、主任がため息とともにこぼした台詞を聞いても、変な期待を持ったりはしなかったし、むしろ申し訳なく思った。

「すみません。せっかく期待をかけていただいたのに、頑張り切れなくて」

「ううん、そういう意味じゃないんだ」

　ワイングラスを置き深々と頭を下げる私の姿を見た主任は、小さく首を横に振った。

「仕事とか立場とか抜きの、個人的な感情。シンプルにとなりの席に北嶋さんがいないのが寂しくて……苦しくなって」

　その声がほんの少し掠れていて、内容も心の奥底にしまい込んでいた淡い期待を煽るもので──心臓が壊れそうなほど、ドキドキと激しい音を立てる。私を見つめる真摯な瞳から、視線を逸らすことができなくなった。

　もしかして、と思った次の瞬間、彼の唇から決定的な台詞が紡がれる。

「ごめん、こんなこと言って……でもどうしても伝えるだけ伝えたくて。僕、北嶋さんが好きだ」

　驚きのあまり一瞬頭が真っ白になった。だってそれは、あまりにも私にとって都合のよすぎる言葉だったから。

　そんな私を置いてけぼりにして、彼が照れくさそうに続ける。

「もし今……北嶋さんにお付き合いしている人がいなくて、僕のことがいやじゃなかったら……その、お付き合いしてもらえませんか？」

「わ、私でいいんですか？」

　──主任にとって私は、手のかかる不出来な部下でしかないと思っていたのに。

　情けないくらいにひっくり返った声で訊ねると、彼がおかしそうにくすっと声を立てて笑った。

「うん。北嶋さんだから付き合いたい」

「よ……よろしくお願いします！」

　舞い上がってしまった私は、テーブルに頭をぶつけんばかりに頭を下げた。

「……えっ、ほぼ即決だけど、いいの？　僕はもちろんうれしいけど」

　ちょっと戸惑った声が頭上から降り注ぐ。……そうか。主任は知らないんだ。私も彼を想い続けていたのだということを。

　私は勢いよく頭を上げると、きょとんとした顔の主任に向かって──恥ずかしさで震えてしまいながら、口を開いた。

「あのっ、私も、若林主任が……す、好き、なので」

　それまでに男性とのお付き合いの経験はあったけれど、片思いが実ったのは初めてだった。ましてやこんな、住む世界が違うような人と。

　緊張で尻すぼみになっていく声だけど、主任の耳にはきちんと届いてくれたようだ。

　微かに瞠目したあと、彼の表情が綻ぶ。

「うれしいな。僕たち、同じ気持ちだったんだ。夢を見てるみたいだよ」

　──それはこっちの台詞ですっ……！　本当に、夢みたいっ……！

　かくして私と若林主任は、お付き合いすることとなった。

　主任と休日にふたりきりで会うことも、「奏くん」と下の名前で呼ぶことも、私のアパートでともに朝を迎えることも。すべてが新鮮でいて、感激の連続だった。

　順調に交際が続いた一年と九ヶ月後、彼と結婚し、私は若林里桜になった。

　プロポーズは奏くんから。「里桜ちゃんが誰かに盗られてしまわないように、結婚してください」と、指輪をプレゼントしてくれた。

　いつかの告白のときと同じように、私は「よろしくお願いします」と即答した。誠実で頼りがいのある彼と過ごす日々はとても楽しく充実していて、ひとかけらの不満もなかった。私自身も、奏くんとならずっと一緒にいたい、と思うようになっていた。だから、迷う余地がなかったのだ。

　現に結婚してからはさらに幸福度が増したように感じているし、私の決断は間違っていなかったと思う。

　会社で頼りがいのある奏くんは、家庭でも心強い存在だ。

　まず、料理が上手。付き合っているときから、私の部屋に泊まった次の日の朝食は奏くんが作ってくれていた。昔から、共働きの両親に代わって食事の支度を担当することが多かったらしい。特に和食が得意で、ぶり大根や筑前煮など、奏くんにレシピを教わったメニューも数多い。

　それから洗濯と掃除も得意。特に洗濯は彼自身が好きだと言うだけあって、アイロンがけまで含め完璧だ。私も人並みにきれい好きだと思っているけれど、洗濯に関しては洗ってあればいいかなという程度の感覚で、せいぜい洗濯洗剤と柔軟剤、それとたまに漂白剤があれば十分だったりする。

　ところが奏くんは違う。洗うものによって洗剤を使い分け、染み抜き用の漂白剤も染みの種類や部分ごとに違うものをチョイスしている。自分で洗ったときには落ち切らなかった染みが、奏くんに洗ってもらってきちんと落ちたときは感動した。

　そして奏くんといえば、気配りに長けている人だ。残業でくたくたになって帰ってきたときに出してくれるロイヤルミルクティーや、「いつもお疲れ様」という労いの言葉は、日々の原動力になっている。身分不相応の理想的な旦那様とのご縁に恵まれて、これ以上ありがたいことはない。

　結婚前とあとで夫の態度が変わってしまったとか、なにか大きな秘密を隠されていたとかで、結婚自体を後悔する妻もいるらしい──なんて話を耳にしたことがあるけれど、うちはそんな悩みとは無縁だ。奏くんは相変わらず優しく、私を大事にしてくれるし、夫婦間での致命的な隠しごともないはず。

　間違いなく、私は今までの人生のなかでいちばんの幸せを噛み締めていた。
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　その夜。久々の外食のあと、私たちはそれぞれ入浴を済ませた。それからリビングのソファに並んで座り、動画配信サービスで恋愛映画を鑑賞していた。映画や動画の視聴は、週末や時間のあるときの習慣になりつつある。

　しかし私の視線は映画の世界ではなく、となりに座る彼の横顔に向いていた。

「どうしたの、そんなにじっと見つめて」

　すると──偶然こちらに視線をくれた奏くんが噴き出すように笑った。

「あ、ごめん。その……見とれちゃって」

「なにそれ」

　私の返答に、彼がなおのこと笑った。

　──だって、パジャマ姿でさえカッコいいんだもん。こんなに距離が近いと、ついつい目が釘付けになってしまう。

　上下黒のシンプルなテーラーカラーのパジャマは、コットン素材で肌触りがよく、私は色違いのネイビーを愛用している。会社でのスーツ姿とはまた違う、ラフな雰囲気も素敵だ。

「結婚して三ヶ月経つけど、まだ見とれてくれるんだ」

　訊ねながら、奏くんがからかうように顔を近づけてくる。そして、ちょっとだけいたずらっぽく目を光らせながら、私の瞳を覗き込んできた。

「み、見とれるよ。だって、奏くんのこと好きだし」

　彼の好きなブラックコーヒーを溶かし込んだような瞳に、私のはにかんだ顔が映っている。最初は素直に好意を伝えるだけでも一大事だったけれど、奏くんが普段からストレートに愛情表現をしてくれるタイプの人であるということもあり、ようやく慣れてきた。

「うれしいな。僕も変わらず里桜ちゃんが好きだよ。……ううん、今のほうがもっと好きになった」

「奏くん……」

　彼の大きな手が私の肩をそっと掴んだ。彼の瞳に浮かぶ私の顔が近づいて──唇に、優しい温もりが重なる。

「んっ……」

　触れ合う唇の間を、奏くんの熱い舌が割り入ってきた。所作そのものは優しいのに、誘い出す舌先は少しだけ強引で──彼が私に甘く淫らな衝動を覚えてくれているのがよくわかった。

「ふむ……ぅ、んんっ……！」

　口蓋を撫でたあと、歯列を這う舌の感触はざらざらしていて、官能的で。じっくりと口腔内を探る舌を自身のそれで追いかけていると、頭の奥が蕩けそうになる。

　──気持ちいい。もっとしてほしい……。

　思考が淫靡な渦を巻いてきたころ、奏くんの手が私のパジャマの胸元に降りてきた。ボタンをひとつ外し、無防備な膨らみに触れようとする。

「だめだよ、ここじゃ。ベッド行こ……？」

　私は反射的に彼の手首に触れ、やんわりと制した。

「いつもと違うところはいや？」

　奏くんが囁き声で訊ねる。普段よりも胸に響く低い声音は、付き合うようになって初めて知った彼の一面。私はまたドキドキして小さく首を横に振る。

「いや、とかじゃ……でも、普通はベッドでするものだし……」

　リビングの照明は暖色灯とはいえ、部屋全体を照らすことができる明るさだ。普段私たち自身がコーヒーを飲んだり、テレビを見たりしているソファの上で、なにもかもを彼の目の前にさらけ出す──ということに、強い抵抗を覚えずにいられない。

「……そうだね」

　相槌を打つ奏くんの声がちょっと残念そうに聞こえたのは気のせいだろうか。

　……うん、気のせいに違いない。彼はいつだって品行方正だ。仕事はできるし、家事も完璧。優しさと気遣いにも溢れ、なにより私を心から愛してくれている。多くの女性が思い描くであろう最高の旦那様が、ただ衝動に突き動かされたからといって、場所や環境を選ばずに行為に及ぶとは思えない。

　私の予想を裏付けるように、奏くんは私の手をそっと引いて寝室に導いた。枕元の間接照明だけを点すと、かろうじて人やものの輪郭がわかるようになる。

　奏くんは、壊れものに触れるような所作で、私の身体をベッドに横たえた。

　広々としたダブルベッドは、マットを奮発したもの。奏くんと「毎日使うものだからいいものを使いたいよね」と相談してこれに決めたのだ。

「──ここならいい？」

　覆いかぶさってくる彼が、耳元で訊ねる。

「……うん」

　彼とひとつになる行為に、精神的にも肉体的にも悦びを感じつつ、どうしても気恥ずかしさを覚えずにいられない。きっかけはいつもこうやって奏くんが作ってくれている。

「好きだよ、里桜ちゃん……」

「奏くんっ……んんっ……」

　熱っぽい吐息の混じった掠れ声が、私の名前を切なげに呼んだ。刹那、物欲しそうな唇が、私のそれを捕らえた。

「ふ、ぁ……ぁむぅっ……」

　──愛する夫に求められている。その事実が、私の興奮を少しずつ煽ってくる。

　時折唇を離しては、甘い言葉を囁く奏くん。それからまた、柔らかな感触を味わうみたいにして、唇を押し付け、食んでくる。

　彼は行為の最中でも常に紳士的だ。いやだと思うようなことはしないし、触れる所作もソフトで、私を大切に思ってくれているのが伝わってくる。

　私のパジャマのボタンに手をかけ順に外したあと、露になった膨らみを彼の熱い手のひらがそっと撫でた。

「ぁ、うっ……」

　普段はブラで守っている場所だからか、自分以外の誰かに触れられると小刻みに身体が震え、声がもれてしまう。

「かわいい」

　湿り気を帯びた声音で言いながら、彼の指先が膨らみをもてあそぶように動く。ふわふわとした手触りを楽しんでいるのかもしれない。

「っ！」

　そのうちに、指先が膨らみの頂に触れた。幾度も奏くんとの行為を経験していくなかで、その場所は期待するみたいに勃ち上がってしまっている。きっと、奏くんはすぐに気が付いただろう。

　──やだ、恥ずかしい。触れられたばかりなのにこんなに硬くなってしまって……！

　奏くんと触れ合うとき、羞恥のあまり、身体の中心で弾ける享楽を抑え込もうとしてしまう。反応するのは彼の愛撫を身体が覚えているせいだとしても、貪欲だとかはしたないとか思われたくない。奏くんにそういう女だと印象づいたら、嫌われてしまうかもしれない。

　弁解するつもりで、暗がりで微かに光る彼の瞳を見上げた。その双眸が細められる。

「里桜ちゃん、恥ずかしくてどうしようって思ってるでしょ？」

「ぁっ……ど、どうしてわかるの……？」

　図星をつかれて声が揺れる。すると、彼がおかしそうに喉奥でくっと笑った。

「わかるよ、大切な奥さんのことなら。……いつも言ってるけど、僕のことをほしいって思ってくれてる証拠だし、うれしいよ。だからそんなに構えなくて平気」

「……ふぁあっ……！」

　私の胸元に奏くんが頭を埋める。前髪が触れてくすぐったい──と思った直後、指でも手のひらでもない温かく滑った感触が、胸の先を包み込んでいる。

　ぴんと上を向いた突起に触れ、なぞったり扱いたりするのは奏くんの舌だ。さっきまで、私の唇にしっとりとした恍惚を運んできてくれたそれが、さらに私の官能を呼び覚まそうと、しこった頂をちろちろと舐める。

「ん、ぁ……っ」

「……大好きな里桜ちゃんだから感じてほしいし、気持ちよくしたいって思うよ。だからドキドキする気持ちにブレーキはかけないで。そのほうが、僕もうれしい」

　一度愛撫を止め、至近距離でこちらを見つめてくる奏くん。穏やかな春の陽のような眼差しと声に、絶対的な安心感を覚えずにいられない。

「奏くん……」

　気持ちいいって感覚を素直に表現するのに、どうしても抵抗感を覚えてしまうけど──奏くんがそれを望んでくれているなら、私も意識的に歩み寄らないと。

「うん、わかった……なるべく、が、頑張る」

　部屋のなかが仄暗くてよかった。そうでなければ、私の頬が紅潮していることに気付かれてしまっただろう。

「それに、僕としてはもっと里桜ちゃんと──」

　私が頷きながら言うと、奏くんがそう口にして──ぷつりと弦が切れたみたいに、言葉を止めた。

「……？」

「いや、ごめん。なんでもない」

　──奏くん、なにを言いかけたんだろう。

　本人にそれを確かめようと思った次の瞬間、再び唇に柔らかい感触がした。さっきそうしたように、彼の舌がゆっくりと口腔内に侵入し、優しく蹂躙してくる。

　……キス、気持ちいい。ふわふわと夢心地で、意識や感覚が、遠い世界に置き去りになってしまいそう。

　微かに抱いた疑問なんて、すぐにどこかへ吹き飛んでしまった。

　奏くんが与えてくれる快感はバスドロップに似ている。愛情の伴った愛撫を受けるたびに外側のカプセルが溶けて、破れて。なかから蠱惑的な芳香を放つとろりとしたオイルが溢れ出る。それは次第に、私という浴槽のなかをじっくりと浸食していく。ロマンチックでありつつ得も言われぬ衝動に満たされ、その感覚に支配される。

　直接奏くんに告げたことはないけれど──私が私じゃなくなるその感覚に身を任せるのは嫌いじゃない。彼と欲望をわかち合うことは、ふたりだけの秘密を共有するような特別感がある。

「んぁ……」

　愛おしむように頬にキスしながら、彼の手が胸の頂を摘んだ。指先で芯のある突起を転がし、お腹の底がじんと熱くなるような感覚を与えてくる。私はまた微かに声を上げた。

「気持ちいい？」

　奏くんに訊ねられ、私は視線を逸らして頷く。感想を所作で伝えるのだって、まだそれなりに勇気がいるから。

「よかった」

　彼が笑ったのが吐息でわかった。私の反応に気をよくして、指先での愛撫を続ける。

　今夜も、息すらできなくなるような激しい享楽に貫かれるのだろう。そうして、とろとろに蕩けさせられたあと、幸福感に包まれながら眠りにつく。こんなに愛してもらえて、覚めない甘い夢を見ているみたいだ。

　──奏くんのほうは、私との行為に満足してくれているのだろうか？

　ふと疑問が湧き上がったと同時に、きっとそうだろうと自己解決する。

　いつも彼が果てたあとは私にキスをして「気持ちよかったよ」とか「幸せだよ」って囁きながら、ハグしてくれる。その所作や言葉が真実なら、満ち足りた気分でいてくれているはず──と、信じている。

「里桜ちゃん──」

　長い指先がひとつながりの皮膚の上を辿り、だんだん下に降りていく。

「ふ、ぁ……奏くんっ……！」

　快感が弾けて、その裂け目から衝動がこぼれ出す。火照った身体が奏くんの愛撫と溶け合うごとに媚態を晒してしまいながら、今夜も甘い刺激を享受したのだった。
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「里桜ちゃん、僕は先に休んでるね」

「うん、おやすみなさい」

　私はひと足先に寝室へと向かう奏くんを見送り、リビングの扉を閉めたあと、小さくため息をついた。

　──今夜も誘われなかったな。

　これでまるまる二週間、奏くんと触れ合わなかったことになる。扉の先の寝室に吸い込まれて行った彼を想いつつ、ソファに腰かけた。

　ひたすらに楽しい気分だったのは、新婚半年くらいまで。七ヶ月、八ヶ月と経つごとに、私の心に一抹の不安が過るようになった。

　それは、奏くんとの夜の回数が減ったこと。一緒に暮らしはじめてから週に三回くらいは誘ってくれていたのに、週に一回、二週に一回……という風に、わかりやすく間隔が開きはじめたのだ。

　彼の所属している営業部は、少し前に人員が減って忙しいと聞いているから、そのせいかもしれない。私の前では変わらず優しく穏やかでいるものの、よく気が付いて誰に対しても面倒見のいい彼のこと、疲れやストレスが蓄積されているのだろう。

　夜はゆっくり休んで明日への英気を養いたい。そう思う気持ちも十分に理解できるから、責めたり、要求したりという気にはならないけれど……正直なところ、寂しい。

　奏くんに求められていることで、彼からの強い愛情を実感していた。でもその回数が極端に減ると、私に対しての興味がなくなってきているのではないかとか、愛情が薄れはじめているのではないか──と、よからぬ妄想をしてしまう。彼自身がそう口にしたわけではないのに。

　かといって、「どうして減ったの？」と正面切って訊くわけにもいかない。私のいやな妄想が現実になったとしたら耐えられないし、そもそもそういうことを言葉にして訊ねるというのが恥ずかしすぎる。

　彼の要求に歩み寄ろうと決めたものの、それと性的なことをあけすけに訊ねることとはイコールじゃない。そこに羞恥心を覚える人は、少なくはないはずだ。

　結婚して九ヶ月目。会社の人たちとの会話では、結婚して丸一年までを新婚と呼ぶらしいから、私と奏くんもまだその括りに入るはず。

　……新婚なのに求められないなんて、この先大丈夫なのだろうか？

　うちの会社は二十代から三十代の若い女性社員が多い。奏くんは人目を引くから、結婚前は数多の女性に言い寄られていた。結婚後も、表立っては誘えないにしても密かに思い続けている女性がいそうではある。

　──もし奏くんが、別の女性を好きになってしまったら……？

　いやいや、そんなこと考えちゃだめだ。私はすぐにその考えを打ち消した。

　奏くんの浮気を想像するなんて、夫である彼のことを信じていないのと同じだ。九ヶ月前、私と彼は神様の前で永遠の愛を誓った。私は彼を、彼は私を一生愛すると心に決めたあの特別な日のことを忘れてはいけない。

　それに、身体を重ねているときは、今までと同じように情熱的な言葉や愛撫で愛情表現をしてくれている。「好き」とか「愛してる」と囁いてくれる声は、よそに気持ちが行っているようには聞こえない。さすがに勘繰りすぎだ。

　……とはいえ。このままでは、夜の営みの機会そのものがなくなってしまうのは時間の問題だ。

　結婚したからといって、女性としての自分に手を抜いているつもりはない。朝はなるべく奏くんより早く起きてスキンケアやメイクを済ませるようにしているし、家のなかでの服装も、ラフになりすぎるジャージやスウェットなどではなくフェミニンなものを着用している。洗濯物だって、自分の下着は彼の目の届かないところで干して取り込んでいる。

　視覚的な部分以外も同じ。仕事の相談や愚痴は極力家庭内に持ち込んでいないし、大前提としてネガティブな話題は家のなかの雰囲気が落ち込んでしまうと思って避けているつもり。

　ただでさえ会社で気を使っているだろう奏くんに、せめて家のなかでくらいはゆっくり、まったりしてほしい。明るく、楽しく、朗らかな妻でいる。彼と結婚し、同居をはじめてからはそう心がけてきた。

　……私の努力の方向は、間違っていたのだろうか。

　会社の誰かが『結婚したらそのうち新鮮味がなくなるものだよ』と言っていたのを思い出す。

　奏くんが誘ってこないのはそういう理由なの？　

　私に対しての新鮮味がなくなってしまった？

　……彼と、肌と肌の重なり合う幸福感をわかち合えなくなるのはいやだ。でも、いったいどうしたらいいんだろう……？

　解決策が浮かばないまま、ただただむなしさだけが募っていったのだった。
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「ごめん、遅くならないうちに帰るつもりだから」

「ううん、気にしなくていいよ。楽しんできてね」

「じゃあね」

　悶々と悩み続けていたある土曜日の夕方、奏くんは仲のいい友人から飲みに誘われて出かけて行った。

「…………」

　ひとりになったリビングのソファで、少しぬるくなったコーヒーを飲みながら──近ごろ、彼は土日に予定を入れることが増えたのに気が付く。

　結婚しているからといって常に一緒に行動しなければいけないわけではないので、彼が遊びや飲みに行きたい気分のときは快く送り出してあげたいと思っている。だけど、こんな風にあからさまに回数が増えると複雑だ。

　……以前は「里桜ちゃんとふたりでいるのがいちばん癒される」と話していたのに。彼の表情と台詞を思い出すと、ちょっと悲しくなる。

　──あぁ、暗くなっちゃだめだ。今はたまたま、友達からの誘いが多い時期。そう思うことにしよう。

　気分を切り替えるために、家計簿でもつけておこうか。

　毎日つけるのは大変だから、週末にまとめてつけることにしている。買い物は私がすることが多く、それゆえに家計簿は私の担当になっているのだ。

　私はリビングのチェストの上に置いてある、ノートＰＣを持ってダイニングに移動した。テーブルの上にＰＣを置いて画面を開くと、ＰＩＮコードの入力を求められる。

　ＰＩＮコードは私たちの結婚記念日である『０６２１』。このＰＣは私と奏くんが一緒に使っているものなので、お互いが覚えやすい数字にしたのだ。ＰＣを使用するたびに入力するから、結婚記念日を覚えていてもらいやすいという下心もある。

「あれ」

　ＰＩＮコードを入力すると、見慣れないネットショップのウェブサイトが映っていた。私はまったく記憶にないから、奏くんが見ていたのだろうか。

「『Melty＊honey』……？　なんのお店なんだろう」

　ウェブサイトの左上には、淡いパープルやピンクで彩られた店名と思しきロゴが表示されていた。

　奏くんがなにを見ていたかなんて、本当なら詮索してはいけないのだろうけど……ショップのかわいらしい名前が気にかかったのと、単純に好奇心が湧いたのとで、ついそのページをまじまじと見てしまった。

「……えっ？」

　少しスクロールしたあと、手を止める。そして、そこに映し出された画像に目が釘付けになった。

　──なにこれ、て、手錠っ……？

　視界に映る情報を何度も精査したけれど、間違いない。

　手錠だ。手首を覆う弧を描く曲線が、ロゴマークのカラーにあるような淡いパープルのふわふわもこもこした起毛の素材でできていて、だいぶ柔らかな印象ではあるけれど。

　商品説明にも、『囚われの姫君』という商品名とともに、『手錠／ハンドカフス／ＳＭ』とキーワードのようなものが併記されていた。

　──ＳＭ……？　それって……。

　背中に冷たいものが走った。

　ショックを受けつつも、「まさか」という思いが全身を駆け巡る。その勢いのままに、私はページ内のリンクを辿ってメニューページに到達した。

「…………」

　そこに羅列する文字を眺めながら、言葉を失う。

　コンドームやローションなどの衛生用品と並んで、ローター、バイブ、アイマスク、セクシーランジェリー……などと書かれていた。つまりここは、アダルトグッズのネットショップということになる。

　──奏くん、どうしてこんなページを……？

　メニューページの端に購入履歴を閲覧できそうなアイコンがあった。私は祈るようにそのボタンを押した。

　──まさか、商品を買ったりしてないよね？

　──たまたまなにか間違ってリンクを踏んで、このページに誘導されただけだよね？

　私の願いもむなしく、奏くんのものと思われるＩＤと、購入したと思われる商品の履歴が表示された。

　いちばん古い履歴は半年前。レースで縁どられた黒いアイマスクだった。その次が三ヶ月前で、ボディストッキングという女性用の下着のようなもの。そして三日前、さきほど画面に映し出されていた手錠を購入したようだ。

　身体中の力が抜けていくようだった。

　彼がこういう、性的な嗜好品に興味を抱いていたことにも驚いたけれど、それよりも深い落胆に貫かれる。

　……だって、奏くんがアダルトグッズを買っていたというのなら、いったい誰と使っていたというの？

　アイマスクもボディストッキングも手錠も、いかにも女性向けの商品だ。私の前では、彼はこの手のアイテムに興味があるそぶりをまったく見せなかったのに。

　いやな予感が胸を過る。もしかして今日会っているのは友人じゃなくて──

「見られちゃったんだ」

　誰もいないはずの室内に、聞き慣れた優しい声が響いた。私は弾かれたように後ろを向く。

　そこには、つい先刻出て行ったはずの奏くんの姿があった。薄く開けたリビングの扉のそばで腕を組み、じっとこちらを見ている。

　気付かなかった。そこにいたんだ……！

「ど、して……友達と会うんじゃ……」

「体調悪くなったからまたにしてくれって連絡あって。それでそのまま戻ってきたんだ」

「そう、なの……」

　やっとのことで言葉を紡いだあと、彼の視線が私の背中を飛び越え、開いたＰＣの画面に注がれていることに気が付く。

「ご、ごめんねっ……私、その、わざとじゃなくて……家計簿をつけようと思っただけなの。画面開いたら、あの……奏くんが買い物したときのままで、それで、気になって……」

　これまでこういう買い物したのを打ち明けてこなかったということは、おそらく私には秘密にしておきたかったのだと推測できる。思わぬ形で彼の隠しごとを知ってしまい、最初に唇からこぼれたのは謝罪だった。

「詮索しようとか、そういうつもりじゃなかったんだ。ただ、ほら、奏くんの口からこういうものに興味あるって聞いたことなかったし……ましてや購入までしてるのが意外だったというか、信じられなかったというか……」

「いや、そのままにしてた俺が悪いから。里桜ちゃんが謝る必要はないよ。変なもの見せちゃって、僕こそごめんね」

　うろたえる私に対して、秘密が暴かれた側の彼のほうがよっぽど冷静だった。彼は申し訳なさそうに両目を伏せて謝ってくれる。

　けれど再び瞳を開くと、奏くんは何ごともなかったかのように優しく微笑んだ。

「──里桜ちゃんも予定ないなら、買い物でもしながらご飯食べに行こうか」

「えっ……う、うん」

「何時ごろ出られそう？　寝室にいるから、出られるとき呼んでくれるかな」

「あっ、あの──待って」

　いつもと変わらない穏やかな口調。まるで、これ以上は訊いてくれるなという意思表示にも思えたけれど、私の話は全然終わっていない。

　私は存外に大きな声を出してしまいながら、椅子から立ち上がった。どうしても、今、確かめなければ。そんな気持ちで、廊下に出ていく彼を慌てて引き留める。

「奏くん、ひとつだけ教えて。……こういうグッズを買うようになったのは、私に魅力を感じなくなったから……？」

「……え？」

　奏くんが意表を突かれたみたいに瞠目する。

「私と夫婦でいるの、本当はいやになっちゃった？」

「ちょっと待って、どうしてそう思うの？」

　理解できない。そう言いたげな奏くんに、私はずっと抱いていた不安を打ち明けることにした。

「……あの……こんなこと言うの恥ずかしいんだけど……奏くん、最近私と……その、あんまりしてくれなくなったでしょ。それって、奏くんが私に対して、女性としての新鮮さとか魅力がなくなったって感じてるのかと……」

「そんなことないよ」

　羞恥と自信のなさで俯く私の台詞を、奏くんがきっぱりと否定した。

「僕は里桜ちゃんのこと、人としても女性としても、大好きだよ。それはずっと変わってない」

「じゃあ購入したグッズは誰と使ってるの？」

　訊ねる私の声は震えていた。大好きな夫にそう言ってもらえるのはうれしい。私も彼に対してまったく同じ気持ちだから。でもだからこそ、浮かんだ疑念を払いたいのだ。

「今まで奏くんが買ったのは、全部女性ものだよね。それを使う相手がいるはずでしょ？　……今日会うはずだった友達が、その相手なんじゃないの？」

　私が矢継ぎ早に訊ねた。当たってほしくはないけれど、状況が整い過ぎている。

　──アイマスクもボディストッキングも手錠も。隠れて買っていたのは、私以外の誰かと使う予定があったからなんでしょう？

　ところが──奏くんは首を横に振った。

「違うよ。僕はうそなんてついてない。今夜飲むはずだったのは大学生のころの男の友達で、僕の結婚祝いをしてくれるって話だったんだ。里桜ちゃんが望むならその友達とのやり取りも見せられるよ。それでも引っ掛かるなら、電話してもらってもいい」

「…………」

　そこまで言い切れるなら、彼は本当のことを言っているのだろう。

　私をまっすぐに見つめる彼の瞳は誠実そのもので、なにかをごまかそうとか、言いくるめてやろうという意思は感じられなかった。

　黙っていると、再び奏くんが口を開く。

「……里桜ちゃんに女性としての魅力を感じてないなんて。むしろ逆だよ。里桜ちゃんと結婚してから毎日穏やかで、楽しくて……むしろどんどん好きになってる。でもだからこそ、ああいうものを買いたい衝動を抑えられなくなってしまったんだ」

　──どういう意味だろう？

　視線で問うと、彼はちょっと困った風に眉根を寄せて、小さくため息をついた。

「もう隠し切れないだろうから正直に言うね。……どうやら僕は、そういう……ＳＭっていうか……加虐心をそそられるものに惹かれるみたいなんだ」

　……え──ＳＭ……!?

　奏くんの告白は、私の予想の斜め上を行くものだった。私はつい目を瞠った。

「薄々気付いてはいたんだ。……刑事ドラマとかで目隠しや拘束されてる女の人にドキドキしたし、恥ずかしそうにされると、もっと辱めたい、いじめたいって思ったりとか……。最初は病気なんじゃないかと真剣に悩んだりもしたけど、僕みたいな嗜好の人間もけっこういるみたいなんだよね」

「私と付き合ってるときも、もちろんそうだったんだよね……？」

「うん、そうだね」

　彼の語る自分と、私が抱いていた彼のイメージがしっくり重ならずに確かめる。

　──全然気が付かなかった。

　いつも優しい奏くんは……童話のなかの王子様みたいに、甘く清く、私を求めてくれていたから。彼のなかに、そんな欲望が渦を巻いていたなんて……。

「里桜ちゃんと結婚するって決めたときから、この性癖は墓まで持ってくつもりだった。本当だよ。バレて嫌われるのが怖かったし。……でも、自分の嗜好に背を向け続けるのはけっこう大変でね。大好きな人がそばにいるのに、その人を衝動の赴くままに抱けないのが、プレッシャーになって」

　……それで夜、あまり誘われなくなったんだ。ともすると、自分の性癖がバレてしまいかねないから。

「グッズだけでも手元に置けば満足するかもしれないと思って、探して辿り着いたのがあのネットショップだった。最近はあんな感じでかわいらしいデザインのものができたんだね。……アイマスクを着けて子猫みたいな声を上げる里桜ちゃんを想像して……堪らなかったよ」

　言いながら、奏くんが熱っぽい瞳で私を見つめる。

　……まるで、アイマスク姿で身悶えしている私の姿を想像していると示さんばかりに。

　──やだ、私のほうがドキドキしてきちゃうっ……。

「それで、どうする？」

　奏くんが私で欲情してくれている──というよろこびを噛み締めていたのだけど、彼のほうは妙に固い表情で短く訊ねた。

「……どうするって？」

「別れたい？」

　私は「えっ」と小さく叫んだ。……意味がわからない。

　訊ね返すより先に、彼がまたため息をついて続けた。

「──こういうのを受け入れられない女性がいるのはわかってる。里桜ちゃんが僕の本性を知って軽蔑したならそれで仕方がない。別れたいって言うなら覚悟はできてるから、どうするかは君が決めてほしい」

「わっ、別れるわけないよっ！」

　考えるよりも先に口走っていた。私の言葉が意外だったのか、奏くんの眉がぴくりと跳ねた。

　勢いで飛び出てしまった言葉を、もう一度丁寧に伝えるべく小さく深呼吸をする。

「……別れるわけないよ。だって私、奏くんのこと大好きだから結婚したんだもん。……た、確かに、奏くんがその……ＳＭ、に興味があるっていうのはびっくりしたけど、それだけで嫌いになったりしない。奏くんは奏くんでしょ」

　決してその場を穏便に済ませるための出まかせではなく、本心だった。緊張で張り詰めていた奏くんの表情が、ほんの少し綻んだのがわかる。私は、彼の瞳をまっすぐに見つめ返す。

「それにね、今すっごくホッとしてるの。……私、ずっと奏くんに飽きられちゃったんだって思ってたから……確認だけど、奏くんは自分の嗜好が私に気付かれるのが怖かっただけなんでしょ？」

　奏くんがためらわず頷く。

「よかった……奏くんは私にとって誰よりも大事な人なの。別れたいと思ったことなんて一度もないし、おじいちゃんおばあちゃんになるまでずっと一緒にいたいと思ってる」

「……本当に？」

　今度は私が「うん」と頷いた。

「……奏くんがそんなに悩んでるの、気付かなくてごめんね。でもこれからは、隠さなくていいんだよ」

　私はドアの前に立つ彼に少しずつ歩み寄っていく。いつの間にか開いていた見えない距離を埋めるように、一歩一歩。

「里桜ちゃん……？」

「奏くんに本当の意味で愛してもらうにはどうしたらいいの？　私……そういうの疎くて、わからないから教えてほしい」

　とても勇気がいる台詞だったけれど、言いにくいことを告白してくれた奏くんはそれ以上の勇気を振り絞ってくれただろうから。私は、恥ずかしさでその場から逃げ出したくなるのを堪えながら言った。

「……無理しなくていいんだよ。僕は、そのままの里桜ちゃんと一緒にいられるだけで幸せなんだから」

「無理じゃないよ。心からそう思ってるの。大好きな人が望んでいることに応えたいって思うのは、普通のことでしょ？」

　彼を失いたくない。これからも奏くんと一緒に生きていきたい。

　そのためには、彼の求めに応じてみるのも必要なのではと感じている。それを私がつらいと思うようなら、そのときに別の選択肢を考えたらいい。先入観以外で、最初から突っぱねる理由はどこにもないのだ。

　彼に飽きられたのでは──と悩むよりはずっとよかった。どんな方法だって構わない。奏くんに本気で求められたい。愛されたい。私は奏くんに訴えかけた。

「わかった……里桜ちゃんがそう言ってくれるなら」

　奏くんにも私の決意は伝わったらしい。静かにそう言うと、「ちょっと待ってて」と言い、寝室に向かった。

　ほどなくしてリビングに戻っていた彼の手には、小包が握られている。

　彼は私の前に立ち止まると、なにも言わずにそれを差し出した。

「これは……？」

　小包を受け取る。わが家の住所とともに『若林奏様』と宛先が記されていた。

「ちょうど昨日届いたんだ。開けてみて」

　わけもわからず包みを開けた。びっちりと貼られた粘着テープを剥がす僅かな時間がもどかしく感じる。

　出てきたのは白い立方体のような簡素な箱だった。開けてみると──

「さっきの……！」

　なかから淡いパープルのかわいらしい手錠が出てきた。ＰＣの画面に映っていた『囚われの姫君』。

「これを着けた里桜ちゃん、すごくかわいいと思うよ。……これを使って、君を抱いてもいい？」

　薄く笑みながら訪ねる奏くんは、いつもと同じように穏やかなのに──目の奥にぎらぎらと鋭く光るものを感じずにいられない。それが妙にミステリアスな雰囲気を醸していて、どきん、どきんと鼓動が速まる。

「う、うんっ……」

　どんな奏くんも知りたいし、愛したい。

　彼ともっとわかり合いたい一心で、私は今、知らない世界の扉を押し開けようとしていた──
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「んっ……奏くんっ──ふ、むぅっ……！」

「もっと舌を出してごらん」

　奏くんは私を寝室に連れて行くと、息ができなくなりそうなくらいに激しいキスを交わしながら、私をベッドの上に押し倒した。

　行為をするとき、彼は必ず部屋の照明を落とすか、最小限に絞ってくれる。けれど今日は、天井のシーリングライトが煌々と点ったままだ。

「ちょっと、待ってっ……んんっ……！」

　本当に息ができなくなるのでは、と危ぶんで、奏くんの胸を軽く押した。

　普段、奏くんと交わすキスは蕩けるようで、感じ入ってしまうような恍惚を運んでくるものだ。

　でも今は──まるで獣に食べられているみたいだ、と思う。奪われるような激しい口付けは、別の意味で私の思考を停止させようとしてくる。

　……なんだか、私の知ってる奏くんじゃない。

　私の顔を覗き込みながら、彼は猫のようにぱっちりとした目を細めた。

「僕に本当の意味で求められたいって言ったのは里桜ちゃんでしょ？」

「そ、そうだけどっ……」

　──だからといって、人が変わってしまったようになられても戸惑う。奏くんではない人とキスしてるのでは……なんて非現実的な思考さえ浮かんでしまう。

「じゃ、やめる？　僕はそれでも構わないよ。さっきも言ったけど、そのままの里桜ちゃんが好きだから。無理して合わせてほしいとは思わないんだ」

「……それは、やだ……」

　背中に回した手で、奏くんのシャツをきゅっと掴んだ。

　──せっかく身も心も愛し合えるチャンスなのに。ここで怖じ気づいたら振り出しに戻ってしまう。もう、あんな不安な思いはしたくない。

「抱いてほしい？」

「っ……！」

　思わせぶりに訊ねられて面食らってしまった。

　……本当に、いつもの奏くんじゃないみたい。普段の彼は、こんな風にいじわるに訊ねたりしない。むしろ私の思いを汲んで先回りしてくれるのに。

　私はよほど変な顔をしていたのだろう。堪らず奏くんが噴き出した。

「いいね、その反応。思った通りだ」

　──思った通りって、どういうことだろう。

　訊ねようとして、その答えが先ほど交わした会話のなかに隠れていたのだと気が付く。

『恥ずかしそうにされると、もっと辱めたり、いじめたいって思ったりとか……』

　──Ｓの人って、そういうリアクションが好きなんだろうか。

　ということは、奏くんは私のことをもともと辱めたり、いじめたりしたい……って思ってたんだ。そう思わせる人に、彼は惹かれるということ？

　細かい言葉のニュアンスに、彼の知らなかった一面がより浮き彫りになるようで、なんとも複雑だ。

「……抱いてほしいんでしょ？」

　鼻の先でキスできそうな距離でもう一度訊ねられる。私を見下ろす瞳は獲物を見つけた肉食獣にも似ていて、鋭かった。……ドキドキして、目が離せない。

「返事は？」

「っ……」

　私は返事の代わりに頷く。言葉にするにはどうしても羞恥心が邪魔をした。

「素直に答えられて偉いね。……そう、そんなに僕に抱かれたかったんだ」

　彼の大きな手が、するりと私の頭を撫でた。そのまま、私のシャツのボタンをゆっくりと、ひとつずつ外していく。

「どれくらいぶり？　……二週間くらい？」

「多分、そうっ……」

　きちんと数えてはいないけど、おそらくは。

　最近は正確に数えてしまうと落ち込むことが多いから、あまり意識しないようにしていた。

「嗜好がバレそうで緊張してたっていうのがいちばんの理由ではあるけど……里桜ちゃんさ、あんまりセックス好きってイメージないから、正直どれくらいの間隔で誘っていいかわからなかったのもあるんだよね」

「…………」

　セックスそのものが好きかどうかと訊かれると……嫌いではない、と思う。

　でもそれは、相手が自分の好きな人なら、という条件付きだ。私の場合なら奏くん。行為から得られる快感よりは、肌を合わせることで愛情を確かめ合ったり、安心感を覚える。その時間に幸せを感じるというか。

　……だからその時間が減ってしまって、すごく寂しかった。

「里桜ちゃんのほうから誘ってくれてもよかったのに」

「で、できないよそんなのっ」

「どうして？」

「だって……女の人のほうからそういうこと言うと……男の人、引いちゃわない……？」

　漠然と、求めるのは男の人のほうで、それに女の人が応じる、というイメージがある。女の人のほうから誘ったら幻滅されてしまいそうで怖い。

　すると、奏くんがおかしそうに喉奥を鳴らして笑った。

「な、なんで笑うの」

「いや、里桜ちゃんってけっこう古風なところあるよね。かわいいけど」

　ちょっとムッとした口調になってしまったからだろうか。奏くんは悪気はないとばかりに小さく首を横に振ってから、おもむろにこう切り出した。

「じゃあ今度からは約束して？　したくなったら必ず教えること。……いいね？」

　──あ。またその目だ。

　瞳の奥に潜む、ぎらつくなにかが──私を体よく従わせようとする。

「う、うんっ……わかった」

　それ以外の答えが見つからなくて、私は頷いた。

「いい子だね──」

「んんっ……！」

　いつの間にかシャツの前ははだけ、ブラのホックを外されていた。

　シャツの下に着ていたキャミソールの裾から片手を差し入れられ、左のブラのカップの下を撫でた手のひらが胸の頂を捉える。

「どうしたの？　触ってないのに、ここ……こんなに硬くしちゃって」

　不思議そうに訊ねつつ、その理由はわかっていそうな所作で、何度も頂を撫でつける。

「やぁっ……」

　乾いた手のひらが膨らんだ頂に触れると、微弱な電流のようにぴりぴりとした快感が迸る。私は恥ずかしさと快感で身をよじった。

「いやだったらこんな風にはならないんじゃない？」

「ぁっ、や──引っ張らないでっ……！」

　触れるだけでは飽き足らず、彼の指先が頂を摘んだ。撫でられてたときよりもずっと鮮烈な悦びが胸の先を貫く。

「摘んだら余計に尖ってきた。まるで『もっと触って』っておねだりしてるみたいだよ。身体のほうがずっと素直だね」

「っ……！」

　恥ずかしさと気持ちよさが綯い交ぜになった、なんとも言えない驚きにぞくぞくした。

　身体の変化をつぶさに言葉にされると、頭の奥が灼けそうになる。

　──奏くんがこんなこと言うなんてっ……！

「前に『構えないで』って約束したの忘れちゃった？　気持ちいいときは気持ちいいって言わなきゃ。里桜ちゃんに感じてほしいから、君の身体に触れてるんだよ。素直に受け入れて」

　奏くんと約束したことは覚えてる。私もその通りだと思ったし、なるべく素直に表現しようと努力しているつもりだったけれど、間隔が空いてしまうといつもの恥ずかしがり屋の自分に戻ってしまう。

「──ま、でもいいよ。そういう反応はそういう反応で、僕も楽しませてもらうから」

　彼は私の耳元で囁くと、キャミソールの裾をたくし上げた。ブラのカップを上にずらして、顔を出した胸の先をぱくりと口に含んでしまう。

「んぁ……！」

「ぷっくり勃ち上がって、すごくえっちだね……舐められてうれしい？」

「ぁあっ！」

　繰り返し舌先を頂に撫でつけるように動かしたあと、再び口に含んだ。そして不意に、先端を甘噛みする。

　びっくりした。と同時に、膨らんだ胸の先に今まで経験したことのない、じわりとした快感が滲む。その刺激の強さに、びくん、と腰が跳ねてしまう。

「こういうの好き？　里桜ちゃん、噛んだりするのいやがるかな、と思って今までしなかったんだけど……気持ちよくない？」

「ん、ぁ……ふぁっ……！」

　──気持ちよかった。直接神経に響くような愉悦は、私の思考をいとも簡単に溶かしてしまう。

「ちょっと赤くなっちゃったかな。でも花びらが散ったみたいで、きれいだよ」

　自分でも、室内の明かりに照らされた胸元を見てみる。カップから露出した左胸の先が、淡いピンクに染まっていた。

「こっちばっかりじゃなくて……反対側もかわいくしてあげようか」

　奏くんは反対側のカップもずり上げると、露になった先端にキスをして、唇で挟み、扱きはじめる。

「ぁあっ……奏くんっ……！」

「わかってる。こうしてほしいんだよね」

「ぁんっ！」

　左胸と同様に、右胸の先もやわやわと甘噛みされる。痛みともくすぐったさとも違う感覚が、脳内を、身体を満たしていく。

「気持ちよさそうな声。そんないやらしい声を出されたら……僕も興奮してきちゃうよ」

「ふ、ぁ……あぁっ……」

　未知の悦楽を追いかけることに終始してしまいそう。なされるがまま、デニムのスカートのジッパーを下ろされ、脱がされる。私の下半身は、薄布一枚だけをまとった状態というわけだ。

「そろそろあれを使おうか」

　奏くんは一度ベッドから離れると、例の手錠を持ってきた。

　とても愛らしいデザインだけど、近くで見るとしっかり「手錠」だな、と思う。両方の手首を繋ぐ金具だったり、手首をホールドする部分を一周するみたいに巻かれているベルトだったり。おもちゃなのだろうけど、本格的だ。

「これ、着けてみよう」

「う……うん」

　最初は右手。次は左手に手錠をはめられる。ソフトなカラーであることと、デザインがどこかリストバンドに似ていることで、装着にあまり抵抗は感じなかった。

「いいよ。すごくいい」

　裸同然で手錠をはめた私の姿を見て、奏くんは妖しく両目を細めた。

　拘束された両手を頭上に持っていかれる。二本の手を束ねられるのは、想像以上に不自由だ。

　──このあと、どんな風にされちゃうんだろう？

　不安のなかに、ほんの少しだけ期待が入り混じっているのを、私は気が付かないふりをした。

「あっ……！」

「あぁ、すごいね。ここ……粗相をしたみたいにびしょびしょだ」

　だから奏くんの行動を遮ることも難しい。片足を持ち上げられると、下腹部が露出する。その場所をまじまじと見つめて、彼がつぶやいた。

「言わないでっ……！」

　この状況では言葉で抗うのが精いっぱいだ。突き刺さるような視線を感じながら、私は泣きそうになる。

　自分の身体だから、わざわざ視線をくれるでもなくわかっていた。愛撫されていたのは胸なのに、お腹の下が熱い。溢れた情欲の証のせいで、下着が張り付く感じがする。

「感心してるんだよ。こんなになるまで感じてくれたんだって。今までの僕とのセックスで、ここまで反応してくれたことなかったんじゃない？」

「わ……わかんない、そんなの……」

　首を横に振って否定しつつ、そうかもしれないと思う。こんな風に、制御がきかなくなるくらいに高ぶってしまったことはないのかも。ただ、それを認めるのはやっぱり……恥ずかしい。

「そうだよね。里桜ちゃんはこういうことにあんまり慣れてなかったから。……だからセックスがいやにならないように、僕も慎重にしてたわけだけど」

「んひっ！」

　私の脚を押さえているのとは逆の指先で、下着越しの入り口をつっとなぞられる。溢れた淫蜜をまとわせながら、彼の人差し指が秘裂に軽く沈み込んだ。くちゅりと粘着質な音が響く。

「──でもこんなドロドロになっちゃうくらいに、はしたない身体なら……もう遠慮する必要なんてないよね？」

「っ……」

　私の身体の上に覆いかぶさっていた奏くんが、やや低いトーンで囁く。欲情に濡れた瞳は、私の痴態をよろこんでいるみたいだ。それから彼は、片足は外側に広げたまま足元にずり下がった。彼の視線の先には、すでに熟れ切った果物みたいにぐずぐずになった私の下腹部がある。

「これ脱いで。もっと恥ずかしいところ、広げて見せて」

「だって……電気、点いてるっ……」

「点いてるからだよ。脱いで、どうなってるか、僕に見せてごらん」

「えっ!?」

　──そんなこと、できるわけないっ……！

　これまで幾度も彼と触れ合っているけれど、自分の局部を明るい場所で晒したことなんて一度もなかったのに。

　ぎゅっと目を閉じて──想像しただけで全身が熱くなった。火照った肌から、一瞬にして汗が噴き出す。

「あぁ、でもどの道手錠をされた手じゃ無理だったね。里桜ちゃんができないなら、代わりに僕が脱がせて……広げてもいいよね？」

　固まってしまった私を一瞥して笑ったあと、奏くんが私のショーツに手をかけた。

　反射的に上体を起こして拒もうとするけれど、間に合わない。あっけなくショーツが引き抜かれ、剥き出しの秘部が暴かれる。

「ぁっ……だめ、見ないでっ……！」

「きれいだよ。里桜ちゃんの……濡れて光って、ひくひくして」

　今度は下着越しじゃなくて、直接。彼の指が触れる。

　入り口の縁をなぞり、潤んだ粘膜を押し広げて──普段、誰の目にも触れることのないその部分を、熱心にじっと覗き込まれる。

「……恥ずかしすぎて死んじゃうっ……！」

　どうしたらいいかわからなくなって、思わずくっついた両手で顔を覆った。

「本当に恥ずかしいだけ？　……もっと別の感覚が湧いてきたりしない？」

　──別の感覚？

「全身の毛が逆立つような、ぞくぞくするような……さ」

「あっ、だめぇっ……！」

　刹那、下腹部に鮮烈な刺激が走った。反射的にそちらを見ると──奏くんが下肢に顔を埋め、舌を這わせていた。

「やぁあっ……んんんっ……！」

「恥ずかしい場所、見られながら舐められるの……堪んないでしょ？」

　舌先で秘裂を愛撫しながら、彼の視線は相変わらず私の恥部に注がれている。

　全部見られてる──本当なら詳らかにすることのない場所を、奏くんにくまなく見られている。

　そう知覚するとまた全身が燃えるように熱くなって、与えられる快感が増幅されていくような気がした。身体の奥から湧き上がってくる、知らなかった衝動。

　彼の言う、『別の感覚』をはっきりと意識した瞬間だった。

「ここ真っ赤に充血して……舌で突くたびに、入り口からとろとろしたのがいっぱい溢れてくるね……」

「あぁっ、だめ──そこっ……！」

　入り口のそばにある敏感な粒を刺激されると、それまでとは比較にならない悦楽が襲いかかってくる。

「すごい反応。いいよ、いっぱい舐めてあげる──」

「だめ、だめぇっ……やぁあああっ……!!」

　凹凸のある舌の表面で、感じやすい粘膜を何度も何度も刺激される。ぐにゅぐにゅとした柔らかな感触も相まって、快楽のゲージが急速に高まって──振り切れてしまった。

　無意識に腰を突き出しつつ、その余韻を味わうみたいに全身に緊張が走った。左右の手首を繋ぐ鎖が、冷たく軋んだ音を立てる。

「あれ、もうイッちゃった？　まだ早いよ」

「んんん～～～……!!」

　もう気をやってしまったのだから、解放される。

　そう思ったのに、彼は許してくれなかった。むしろもっと乱れろとばかりに両手で腰を掴んで引き寄せると、舌を膣内にねじ込みながら粘膜の上を蠢かせる。

　絶頂後の弛緩した身体を、指ではないものに強引にこじ開けられた。柔らかくぐにゅぐにゅとした感触がさらに私を追い立ててくる。

「だ、めぇっ──止めて、おかしくなっちゃうからぁっ……！」

「だーめ。今日は僕なりの愛しかたでいいって話だったでしょ？」

「でもっ……！　ぁああっ……！」

　僕なりの愛しかた──今までよりもずっと深くて、執着すら感じる愛情表現。

　必死に逃れようとするけれど、男性である奏くんの力には敵わない。がっちりと押さえられた上に、脚の間に頭を入れられてしまってはなすすべがなかった。束ねられた両手がむなしく宙を掻く。

「奏くんっ……だめぇっ──本当に……こんなの、おかしくなっちゃうよぉっ……！」

　味わったことのない突き抜けるような愉悦は、苦痛を伴っていた。私はなりふり構わず叫んだ。

　──気持ちいいのに、感覚の鋭さに耐えられそうもない。すぐに振り払いたくなるような激しさで、我を忘れてしまうのではという恐怖にとらわれる。

「そうそう。そうやって、乱れる里桜ちゃんの姿が見たかったんだ。敏感になってるときにイイところ責められると、そうなっちゃうよね」

　そんな私の姿を見て、奏くんが興奮交じりにうれしそうにつぶやく。今の私には、喋ったときの吐息が粘膜に触れることさえソフトな刺激に変わってしまうのだ。

「蕩けた顔、ちゃんと見たいな」

　奏くんは顔を上げると、さっきそうだったように、私の真上に覆いかぶさるような体勢に戻る。

「かわいいよ里桜ちゃん。いつもの君も好きだけど……今の君は、もっとかわいい」

　手のひらで優しく頭を撫でられる。普段通りの所作のはずなのに、眼差しにはやっぱり湿り気を帯びた情欲が潜んでいる。

「心配しなくても……僕は里桜ちゃんに夢中だよ。浮気したなんて思わせないように、これからは徹底的に愛してあげるからね？」

　黒々とした瞳が妖艶な笑みによって細められる。ちょっと怖いと思うのと同時に、その目に惹かれはじめている自分がいた。

「女性はいいよね。男と違って、一度に何度でも気持ちよくなれるんだから」

　私の知らないミステリアスな瞳に心を奪われているうちに、彼の手が恥丘を下りていく。秘裂に到達すると、くち、くち、と水音を立て、円を描くように縁を撫でた。

「──せっかくだからその特権を駆使しなきゃ。僕が何度でもイかせてあげるね」

「あぁああああっ……！」

　秘芽を探り当てた奏くんは、指先を小刻みに動かして小さな粒を擦り上げる。

　何度も。何度も。強すぎず弱すぎない絶妙なタッチでくすぐるように愛撫し、私を再び高みに導こうとする。

「奏くん、奏くん、やぁっ……！」

　足をじたばたさせて拒もうにも、今度は彼の脚を間に入れられてしまっているので叶わない。

「ちゃんと僕の目を見て、里桜ちゃん。イく瞬間の顔、僕に見せて」

　奏くんが私を見下ろしながら、優しくも示威的な要求をする。

「あはぁっ……！」

　──その瞬間の顔を見られるなんて恥ずかしい。できない。

　理性的な自分が訴えるけれど、一方でそんな自分の姿を想像すると、お腹の奥がじんとしびれたみたいに熱くなった。

「奏くん、私、もうっ……！」

　巧みな愛撫は、瞬く間に私を頂点に引き上げた。

　思考にもやがかかったと思ったら、波打つように身体が震えて与えられる刺激を享受する。

　腕の間から覗く彼の表情。恥ずかしくて目を逸らしたかったけど、結局できなかった。

　──奏くんがいつになく、いとおしそうに私を見つめていたから。

「ちゃんと言いつけを守れたね。いい子だ」

　満足そうな口ぶりの彼が、高ぶりに息を弾ませながらチノパンの前を寛げる。

「ちゃんと見て？　里桜ちゃんのせいで、こんなになってるんだから」

　薄闇での行為では、彼のそれがどうなっているかを間近に見る機会なんてあるはずがなかった。あったとしても、羞恥が勝って直視できないだろう。

　目を逸らしたいとは思いつつ、微かに好奇心もあった。だから私はその場所に意識を傾けた。

　皮膚とは少し違う、薄膜のような表皮に覆われた赤黒い塊には、青みを帯びた血管が幾筋か走っていた。先端部分は笠のように大きく張り出していて、彼の興奮を示すかのごとく透明な露が滴り、笠の曲線を伝っている。

　──すごい。弾けそうなくらいに張り詰めて、逞しくそそり立って……。

「食い入るように見つめられると、少し照れるね」

「ご、ごめん……だって」

　奏くんとお付き合いをはじめてから、ここまでじっくりと眺めたのは初めてだ。だからつい、凝視してしまった。指摘されて顔が熱い。

「知ってる。里桜ちゃんはいつも恥ずかしがって、見ないようにしてたんだよね？」

　おかしそうに笑う奏くんが、片手を剛直に添え、「これが」と示してみせる。

「──いつも里桜ちゃんのナカに挿入ってたんだよ」

「…………」

　こんなに大きなものが私の身体のなかに留まっていたなんて。……これまでの行為の記憶が蘇って、下肢がずくんと疼いた。

「今日は挿入ってるところ、たっぷり見られるからね。ちゃんと目に焼き付けるんだよ」

　こちらの反応を窺う奏くんに、両脚を抱えられた。シーリングライトに照らされて、露をまとった切っ先が光る。彼は片手をスライドさせて、秘裂に宛がった。

　そして──

「ぁあっ……！」

　絶えず蜜を吐き出す入り口に、屹立が少しずつ飲み込まれていく。

　粘膜同士が擦れ合い、えも言われぬ悦楽が爆ぜる。みちみちと扇情的な音が、より性感を高めていくようだった。

「すごい締め付け……食いちぎられそう。少し力抜いて」

「っ、はぁっ……、ど、していいか……わからないっ……」

　力を入れているつもりはなかった。なるべく身体を弛緩させたいのに、上手くいかない。

　まだ半分くらいしか挿入っていないのに、膣内をいっぱいにされているような錯覚がするからだろうか。

　──でもなんだか、いつもよりも大きい気がする。

　もしかして奏くん……すごく興奮してくれているのだろうか。彼が望んだシチュエーションだから？

「わからないなら、僕が手伝ってあげる」

　不意を突くように、彼の両手が私の胸の膨らみに伸びてきた。

「ふぁああっ……！」

「リラックスして。こうやって違うところに意識を持っていけば、余計な力が抜けるはずだよ」

「んっ、ぁあんっ……」

　左側の胸を弄びながら、反対側のそれにキスをする奏くん。頂を唇に咥え、舌先でトリルするように刺激されたあと、歯を立てられると──またあの甘美な刺激が弾けた。

「里桜ちゃんは甘噛みが好きなんだよね」

「あっあっ、あっ……！」

　前歯が胸の先に食い込むたびに、じん、じんとお腹の底に響くような悦びが湧き上がる。先端からピンクに色づく境目の部分までまんべんなく刺激したあと左右を入れ替えて、なおも私の興奮を高めようとする。

「右と……左と……どっちのほうが気持ちいい？」

「ど、どっちもっ……」

　いじわるな質問。どっちが──なんてわからない。だからそう答えたのだけど、彼にはその解答が少し違うニュアンスに聞こえたらしい。愉快だとばかりに声を立てて笑った。

「どっちも好きなんだ。ハマっちゃったかな。素直でいいね──じゃあ甘噛みしながら、奥も突いてあげる」

「あああっ……！」

　かり、とやや強めに歯を立てられながら、繋がった部分をぐっと押し付けられる。胸の先に走る刺激で身体の緊張が解けた隙に、剛直が突き入れられる。

「ほーら、全部ナカに収まったよ。ここ見て」

　私の秘裂は勢いのままに、彼のものを最奥まで受け入れていた。彼の言う通り、刀身はすべて収まったらしい。下腹部の茂みが密着して、少しくすぐったい。

「里桜ちゃんの恥ずかしい場所が、僕の……丸呑みしてるみたいだよね。こうするとよく見えるよ」

「……っ」

　抱えた両脚を持ち上げるようにして、接合部を見えやすくする奏くん。

　その場所を眺めるのはもちろん初めてだった。……本当に全部収まってる。

「出たり挿入ったりしてるの──わかるでしょ？」

　その状態でゆっくりと抽送がはじまる。雄々しい屹立が、愛液に濡れた秘裂から出たり挿入ったりするさまがとても淫らで──視覚から得られる羞恥と、内壁をずりずりと擦られる快感が同時に襲ってきた。

「やあぁっ……！」

「いやらしいなぁ……こんなにおいしそうに呑み込んで。動くたびにっ……ぐちゅぐちゅって音立てちゃってさ……」

「そんなこと言わないでっ……いじわるだよ。は、恥ずかしいっ……！」

　自分が今目にしている痴態を言葉にして示されると、さらに羞恥心が高まってしまう。私の知っている奏くんなら、絶対にこんなことを言わないはずだから。

「言ったでしょ？　僕は恥ずかしそうにしてる姿も好きなんだ。だから里桜ちゃんのその反応もすっごくゾクゾクする」

　にやりと知らない人のような笑みをこぼしたあと、彼は私の耳元に唇を寄せて囁いた。

「──もっともっといじめたくなるよ。里桜ちゃんのこと」

「あああっ……！」

　私のナカを穿つスピードが徐々に速くなる。言葉通り、私をいじめてより強い反応を引き出したいのかもしれない。抽送がスムーズになると、彼は欲望をぶつけるかのごとく腰を打ち付けるようになった。動きに合わせて、ゆさゆさと身体が揺れる。

「やぁ、奏くんっ……激しいっ……！」

「いやなのに、下の口はちゅうちゅう吸い付いてくるのはどうして？　里桜ちゃんだって少しは興奮してるからなんじゃないの？」

　私を見下ろす奏くんは、唇の端をぺろりと舐め、煽るように訊ねる。

「──手錠で拘束されて、言葉責めされて、強引にナカ突かれて……本当にいや？」

「わ……私はっ……」

　手錠を使って行為をするのも、言葉責めされるのも、強引にされるのも……私が望んでいるセックスじゃない。

　私は王子様みたいに、折り目正しく抱いてくれる奏くんが好きだ。たくさんハグをしてくれて、優しく愛情のこもった言葉をかけてくれて──温かい気持ちで満たされると、これ以上ない幸せを感じる。

　でも今。普段とは違う彼の所作に、どうしてかドキドキが止まらない。

　未知の興奮と、いけないことをしているみたいな背徳感が、身体に熱を保たせるのだ。猛々しく貫かれるたびに、下肢が切なく疼くのにも気付いている。

「……でも違っ……これはっ……」

　とはいえ、それを素直に認めてはいけないと、心にブレーキがかかる。

　『アブノーマルな行為を悦んでいる女』という印象を、奏くんに与えたくない。彼自身がそう仕向けているのだとしても、普通ではないセックスに嬉々としている自分が嫌われてしまうのでは……という恐れは消えない。

「里桜ちゃんのそういう純粋なところ、本当にかわいいよ」

　口ごもる私の首筋をするりと撫でながら、息を弾ませた奏くんがつぶやく。

　私の心を覗いたみたいな台詞だ。そんな葛藤があることくらいわかっている、とでも言いたげな。

「──だけどごまかさなくていい。素直に認めてくれたほうが僕も燃えるよ」

「っぁああっ……！」

　肌と肌のぶつかる音が、ことのほか大きく響く。入り口から最奥まで、隙間なく埋め込まれた熱杭は、激しい衝動のままに力強く律動を繰り返す。

「本当によく似合ってるよ、その手錠。泣きそうな顔もすごくいとおしい。大好きだよっ……」

「あっあっあっあっ──……！」

　初めて味わう類の快感に戸惑うあまり、私は情けない顔をしているみたいだ。彼に指摘されて知った。

「かわいい……僕もう、限界だよ……里桜」

「っ……！」

　切実で掠れた声の『里桜』が、耳元で何度もリフレインする。

　──奏くんが私を呼び捨てにするのは、これまで一度もないことだった。

　自分の名前なのに、初めて聞く言葉みたい。甘くて、セクシーで、蠱惑的な声が引き金となって、私も三度目の絶頂に向かって駆け上がっていく。

「イくよ、里桜──里桜も一緒にっ……！」

「んぁあっ……奏くんっ──！」

　──思考が快感一色に染まっていく。それ以外のことはなにも考えられなくなって……身体がふわりと宙に浮くような錯覚。

「ぁああああああっ……!!」

　歓喜のあまりぎゅっと両手を握ると、手錠の金具がキシキシ鳴った。頭のなかいっぱいにフラッシュが焚かれた次の瞬間、下肢から彼の剛直が引き抜かれ、私の下腹部に快楽の残滓を放つ。

「里桜……」

　苦しげに酸素を貪る彼が、もう一度私の名前を呼んでキスをする。普段通りの優しいキス。

　──あぁ、やっぱりこの人は、私の大好きな奏くんだ……。

　それまでのできごとが幻だったのでは、とさえ思えたけれど、彼の異質な深すぎる愛情は快感の余韻となって身体の内側に留まっている。

　気だるさで動けないまま。まだうまく回らない頭で、私はぼんやりとそんなことを考えていたのだった。
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「里桜ちゃん、夕食できたよ」

「ありがとう」

　奏くんの衝撃的なカミングアウトから二週間後の週末の夜。夕食の支度を終えた奏くんに呼ばれ、ダイニングテーブルに移動する。

「わっ、おいしそう！」

　テーブルに並ぶ料理を見るや否や、私は感嘆した。

　小エビとアボカドのカクテルサラダに、牛肉のトマト煮込み。彩り豊かな白身魚のカルパッチョ。特にカルパッチョはガラスの透き通った丸皿をチョイスしていることもあり、ひと際目を引いた。

「魚屋さんに行ったら、立派なスズキが売ってたから」

「すごいね、イタリアンレストランみたい」

　絶賛すると、奏くんはちょっと照れた風に「そうかな？」と笑う。

　共働きなので、日ごろから積極的に食事作りを担ってくれる奏くんから『たまにはいつもと違う料理を作りたい』というありがたい申し出があり、今夜の献立を一任したのだ。本当、まるでお店に来たみたいだ。

「ずっと思ってたけど、どこかで習ったことあるの？」

「学生時代にバルの厨房でアルバイトしてたことがあるんだ。そのときに、ベテランの先輩からいろいろ教えてもらって」

「そういうことなんだね」

　──なるほど。日々のご飯のクオリティからしてプロみたいだと感心していたけれど、お店で調理の経験があったんだ。それなら納得だ。

「座って。さっそく食べよう」

　頷いて、私と彼はそれぞれ向かい合って座る。

　テーブルの右手側にはワイングラスが置かれている。奏くんが冷えた白ワインを注いでくれたので、ふたりで乾杯をした。爽やかないい香り。喉を通り抜けていく冷たい液体が心地いい。

　奏くんが選んでくれるワインはハズレがない。それもバルで働いた経験が活きているからなのだろうか。

　「いただきます」と手を合わせてから、まずはカルパッチョを小皿に取って、ひと口頬張った。

「おいしい！」

「よかった」

　私が小さく叫ぶと、奏くんはホッとしたように頬を緩めた。

　次いで、カクテルサラダとトマト煮込みも小皿に取って口に運ぶ。

　やっぱりおいしい。お世辞抜きに、レストランで食べるのと変わらないプロの味だ。

「ごめんね、せっかくのお休みなのにお願いしちゃって」

　ひと通り手を付けたあと、向かい側の彼に申し訳なくて頭を下げた。

「なんで謝るの。僕が作りたくて作ったんだから、気にしないでよ」

　奏くんは、なんでもないことだと示すように噴き出して言った。

「ありがとう。奏くんは本当に優しいよね」

「里桜ちゃんによろこんでもらえるかなっていう、下心もあったけどね」

　ワイングラスを傾けたあと、奏くんがおどけて言ったので、今度は私が噴き出した。

　──そういうのは下心じゃなくて、思いやりと呼ぶのだと思う。彼の性格からして、自分から恩を着せるようなことは言わないだろうけれど。

「……里桜ちゃん、明日美容院に行くって言ってたよね。何時？」

「え？」

　不意に奏くんが訊ねる。ざっくりと、明日美容院に行くことだけは事前に伝えていた。何時だっただろう、と一瞬だけ思考を巡らせたけれど、すぐに思い出した。

「十四時で予約取ってるよ」

「そう。……じゃ、朝はゆっくりしてられるんだよね？」

　大きな黒い瞳が、私をまっすぐに見つめて──小さく首を傾げた。

「……うん」

「じゃあ、ちょっと寝るのが遅くなっても大丈夫だね」

　私はまた「うん」と返事をした。

　左胸が、ドキドキと大きな音を立てて高鳴る。

　彼がどういう意図をもってその台詞を紡いでいるのか、わからない私ではなかった。

　二週間前の週末からずっと、お互いに帰りの早い日には必ずお誘いを受けるようになった。だから今夜も──と、そういうことなのだろうと思う。

　カミングアウトされてからも、普段の彼の振る舞いはそれまでとまったく変わらなかった。仕事も家事も完璧。優しくて気遣い溢れる、頼りになる旦那様。

　けれど、夜──いざ、という雰囲気になると、彼は私の知らない彼に変貌する。

　羞恥に塗れた私が身悶える姿に加虐心をそそられるのだという、強引でサディスティックな彼に──
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　食事と片付けを終えたあと、入浴を済ませた私たち。

　奏くんは私をリビングに呼ぶと、まずはパジャマを脱ぐように指示された。

「こ、ここで……脱ぐの？」

「そう。ちゃんとブラとショーツ、穿いてきたでしょ？」

「そうだけど……」

　私は部屋の天井を見上げた。シーリングライトは夕食時と同じように、白い光を放っている。

　パジャマの下には、ブラとショーツのセットアップ。色はパウダーピンク。私の気に入っているものだ。

　珍しく「お風呂上りに下着を着けてきて」という具体的な指示があった。彼が私の身に着けるものに言及してくることはまずない。

　寝るときは締め付けられるのがいやなので、ブラは着けない。早めに入浴したときはナイトブラを着けることがあるけれど、それでも窮屈に感じてしまうため、確率的にはかなり低い。それを知ってるからだろうか。

　──下着姿とはいえ、裸に等しい格好を晒すのにはやっぱり抵抗がある。

　私と奏くんは一緒に入浴したことすらない。以前、千世ちゃんから「彼氏と一緒にお風呂に入った」という話を聞いたとき、けっこう──ううん、すごくびっくりしたものだ。

　巷のカップルにおいては決して少数派ではないかもしれない。けれど、私にとって裸を見せるという行為は、同性にだって勇気がいるのだ。異性である旦那様に求められて、気軽に「はい」と従えるものではない。

　私はパジャマのボタンに手をかけながら、固まってしまう。

「やっぱり恥ずかしい？」

「あ、当たり前だよ……」

　照れて俯いてしまう私に視線をくれながら、くすりと笑う奏くん。

「里桜らしいといえば、らしいけど」

　『里桜』といういつもより乱暴な響きに、私の鼓動はさらに速まる。

　行為のときだけの特別な呼称。彼が今、自分自身の欲望を解き放とうとしているのだと確認できる呼びかただ。

「ね、脱いで」

「で、でも……」

「里桜、自信持ってよ。スタイルいいし、きれいな身体してるんだから」

「…………」

「早く」

　躊躇していると、彼の瞳が鋭く光った。苛立っているわけではないのだけれど、有無は言わさないとばかりの端的な口調だ。

　──求められたからって、素直に思い切れない。恥ずかしい。

　なのに、どうしてか私は断ることができなかった。きっと本気でいやがって見せたら、奏くんは応じてくれるだろう。

　だけど私は彼に従うことにした。……その理由を、明確に述べることはできないのだけど。

　パジャマの上着のボタンを外していく。ぷち、ぷち、と音を立てて合わせ目が開いていくたびに、奏くんの眼差しがパジャマの内側に突き刺さってくるような感じがする。

　やっとのことで上着のボタンを外し終えると、恐る恐る袖を抜いた。最初は右で、それから左。湧き上がる羞恥を押し殺しながら、まずは上着を脱いだ。

「きれいな白い肌。すべすべしてて……まるで、陶器みたいだよね」

「っ……」

「下も脱いで」

　彼に促され、今度はズボンを脱ぐ。前かがみになって、片足ずつ抜く動作に緊張する。上着を脱いでいるときよりも、彼の眼差しが鋭いものに思えるのはただの気のせいだろうか。

「ぬ……脱いだ、よ」

　脱いだパジャマの上下を、ソファのひじ掛けの上に置いた。

　──身に着けているのが薄い下着のみ、というのが非常に落ち着かなかった。こんなに明るい場所で、観察するような視線を向けられていればなおさら。

　下着は水着と同じ──と思わなくもない。

　でもそれは、ビキニタイプの場合だ。奏くんは褒めてくれるけれど、私は自分の身体にあまり自信がない。だから水着を選ぶときはワンピースタイプを選ぶことにしているし、もっと言えばそれを理由に海やプールなどのレジャーは極力避けている。それくらい、露出することに抵抗があるのだ。

「いい子だね。……ちゃんとまっすぐ立って」

　従順な私を、奏くんは瞳を細めて見つめている。胸元や下腹部を隠すみたいな不自然な姿勢を指摘され、私はしぶしぶ両手を体側に下ろした。

　──堪らなく恥ずかしい。一枚身に着けているとはいえ、身体のシルエットは丸わかりだ。彼に見られている時間は、おそらく一分に満たない程度だったのだけど、体感ではその何倍にも感じられた。

「言うことを聞けたご褒美をあげるよ。そのまま待ってて」

　舐めるような視線を向けたあと、満足した奏くんが一度寝室に戻った。見覚えのある白い立方体の箱をふたつ持ってきて、片方を私に差し出した。

「開けてごらん」

　受け取って中身を確認する。と、私が想像していたのとは少しだけ違うものが入っていた。

「……これ、は？」

　箱の中身と奏くんの顔とを見比べて訊ねる。

「首輪だよ。手錠とお揃いのデザインなんだ。こっちもかわいいよね」

　手錠と同じ淡いパープルで、ファーのついた統一性のあるデザイン。もしかしたら、一緒に着けることを想定されているのかもしれない。

「私が着けるの？」

「僕が着けるわけにもいかないでしょ？」

　すぐに訊ね返されて、笑われてしまう。

　私が訊きたかったのは、そういうことではない。首輪と言うと、犬や猫など、ペットが着けるものという印象しかないのだけど──

「着けてあげるね」

　微かな不安が過りつつ、彼の愛しかたを受け入れると決めた手前、拒むことはできなかった。私は小さく頷いた。

　もう一つの箱を傍らに置き、私の後ろ髪を持ち上げた彼が、器用に首輪を装着させてくれる。

「……あぁ、やっぱり似合うね。選んでよかったよ」

　奏くんはうっとりとした表情で、首輪を身に着けた私を眺めた。

　ベルトと金具はついているもののそれはフェイク。外しやすいようにするためか、マジックテープで留める作りになっているようだ。苦しさは感じない。

　女性受けしそうなデザインの効果もあり、一見すると太めのチョーカーと言えなくもないのかも。だから手錠と同様に、抵抗感は薄い。

「せっかくだから、こっちも着けてみよう」

　こっち、と言って、奏くんがもう一つの箱を手に取った。そこから出てきたのは、もちろん揃いの手錠だ。私がなにか言い出すよりも素早く、両手首に手錠をかける。

「──素敵だ」

　彼の唇からは、さっきよりもいっそう恍惚とした声が発せられた。

「ほら、里桜も見てごらん」

　リビングの窓のカーテンを開けられる。

「……！」

　夜の暗闇に映った自身は、普段脱衣所を兼ねた洗面所にある鏡で見慣れている姿であるようで、自らの意思ではまず身に着けることのないアイテムが、首と手首、それぞれにはめられている。いずれも、愛する夫の手によって施された拘束具だ。

　意識した瞬間、全身が沸き立つような劣情を覚えた。そして、そんな自分自身に戸惑いを隠せない。

　──私ってば、どうしちゃったの？

　拘束具を着けた自分自身の姿を見て、高ぶりを覚えている。

　……こんなの普通じゃない。おかしい。そう思うのに、いけないと自身を叱りつければつけるほど、妖しい高揚感が増していく。

　二週間前、彼からカミングアウトされたあの日から芽生えた『別の感覚』は、以降、彼と肌を重ねるたびにいや増すばかりだ。

　──自分で自分がわからない。こんなの、私じゃないみたい。

　自分の性癖を詳らかにした奏くんを、まるで知らない人みたいだ、と思った。けど今は、自身のことも、自分ではない別の誰かのように思えるときがある。

「自分で自分に見とれちゃった？」

「そ、そうじゃないっ……」

　背中から抱きしめられて、耳元でぼそりと訊ねられた。慌てて否定するのがおかしかったらしく、奏くんは愉快そうに声を立てて笑った。

「でもわかる、きれいだよ。里桜はとってもきれいで素敵だ」

　窓に映った私を見つめながら、彼が言う。同じように窓に映った彼の瞳と視線がかち合う。

「だから……僕が独占するのはよくないよね？　今夜はここでひとつになろう」

「ここで……って」

　ここ──窓辺で行為をする、ということ……？

「──だってここ、外から見えちゃうっ……！」

　我が家はマンションの二階に位置しており、リビングの窓は道路に面している。ということは、運悪く通行人が現れでもしたら、私たちの睦事を目撃されてしまうかもしれない。

「だからだよ。かわいく淫らによがる里桜の姿、僕だけが見れるっていうのももったいないでしょ？」

「む、無理っ……そんなの」

　奏くんはむしろそうなればいいのに、と思っているみたいだった。焦る私の反応を楽しそうに眺めながら、いじわるに笑う。

「まぁでも、残念だけどこの下は裏道だし夜遅いから、誰かが覗いていく確率は低そうだね。あるとしたら、向かい側のマンションの住人かな」

　言いながら、彼の視線が窓を隔てた奥に注がれる。このマンションの向かい側こそ空き地だけれど、ぽっかり空いたそのさらに向こうにはわが家と同じ八階建てのマンションが建っている。しかも、不運なことにベランダだ。

「だ……誰かに見られたりしたら、私、恥ずかしすぎて……外歩けなくなっちゃうよっ……！」

　半分ほどの部屋にはまだ明かりが点いているのがわかる。寝る前にベランダに出て外の風を浴びたり、喫煙したりという住人がいないとも限らない。

「大丈夫。顔まではわからないんじゃないかな。ご近所さんじゃないといいね」

　呑気に小首を傾げた奏くんが、私の頭を引き寄せ、背後から強引にキスをする。

「んんんっ……！」

　合わせるように束ねられた両手首を顔の位置で窓に押し付けたのは、体勢を整えるためでもあるけれど、窓の外から覗いているかもしれない誰かに自分の顔を見られないようにするためでもある。

　奏くんは唇を押し当てて感触を楽しんだあと、舌をねじ込んできた。歯列や口蓋をなぞられ、口のなかの粘膜を蹂躙される。

「ふ、ぁむっ……ぅんんっ……！」

　並行して、彼の両手が私のふたつの膨らみに伸びた。アンダーバストからトップに向かって優しく胸を持ち上げるような所作を繰り返したあと、左右のカップそれぞれに手を差し入れた。そうして、膨らみを掬い出し、カップの外に露出させる。

　──そんなことしたら、胸っ……見えちゃうっ……！

「はぁっ……奏くんっ、本当にっ……だめぇ……」

「里桜の『だめ』は聞き飽きたよ。むしろ『イイ』っていうサインだと解釈してるけどね、僕は」

　彼の両手が、柔肉を捏ねるように弄ぶ。女性特有の脂肪の感触を堪能したあと、飾りのように留まった頂に指先で触れる。

「ほら、誰かに見られるかもって思ったら、それだけで勃っちゃったみたいだよ？」

「んぁっ──言っちゃやだぁっ……！」

　人差し指と親指で挟んで、すりすりと擦られる。胸の先から流れ込んでくる快感に加え、言外にいやらしいとなじられたことで、顔のみならず耳まで熱くなった。

「これのどこが『だめ』なの？　摘めるくらい勃起させておいて」

「んんんんっ……！」

　自分の意思に反して、身体が反応しているだけ。なんて言い返したかったけれど、この状態ではあまりに説得力がない。

　きっと奏くんもそう感じたのだろう。浮かべていたいじわるな笑みを濃くして、再び耳元で囁いた。

「──ほしがりな乳首はお仕置きしないとね。いっぱいつねってあげる」

　頂を摘んだ指先にきゅっと圧をかけられる。つねるという言葉ほどの強い力ではないけれど、撫でるよりは強い。

「ぁあ、それやぁっ、気持ちいいっ……」

　ぱちぱちと小さく弾けては消えるような、線香花火みたいな刺激に思わず本音が口をついた。慌てて口を噤むけれど、一度出した言葉は引っ込められない。

「気持ちいいんじゃお仕置きにならないんだけどな。……でも感じてるのを素直に表現してくれるのはうれしいよ。もっと感じて」

　私の反応は予想外だったのかもしれない。気をよくしたらしい奏くんは、いやらしく勃ち上がった頂を擦ったり、引っ張ったりしてくれる。

「んぁ、はぁっ……ぁああ……」

　──気持ちいい。胸の先をいじられているだけなのに、身体中が眩い悦びで満たされていく。

　左胸では変わらず頂を愛撫しながら、右胸に触れていた手が脇腹を通り、ショーツに覆われた恥丘に降りてくる。

「あー、こっちも反応が早いね」

　恥丘のさらに下、クロッチの部分に触れた奏くんがつぶやく。

　私が持っている下着のなかでも、凝ったデザインのそれ。ブラもショーツも総レースだ。彼が触れているクロッチの部分は生地が二重になっている。

「せっかくのかわいいレースがでろでろだよ。こんなに濡れちゃうほど楽しい？　窓のそばでのセックス」

　秘裂の形を確かめるみたいに、指先でクロッチ部分を前後に擦られる。レースで覆われた生地が水分を多分に含んでいるのは、触れられている側でもわかった。

　言葉で煽られ、激しい羞恥が襲ってくる──と同時に、奏くんがサイドからショーツのなかに指先を滑り込ませてきた。

　今度は直に秘裂を撫でられる。悦びに震える下肢はすでに熱を孕んでいて、いつも温かいはずの彼の指先がひんやりとして感じる。

「ぬるぬるですぐに挿入っちゃいそう。指、挿れちゃおうかな」

「あっ──！」

　添えられた二本の指は、ぬぷ、とあっけなく吸い込まれて行く。鏡に見立てた窓で確認するに、第二関節までを飲み込んだらしい。長くて太い指を頬張る様は、やはり視覚的に私を煽り立ててくる。

「すごいね。乳首だけでここまでとろとろになるなんてさ」

　指の先を細かく動かしながら、根元までを差し入れる。

「解す必要ないくらいだよ。待ってて、こっちもよくしてあげる」

「やぁああっ──……！」

　あまり抵抗を感じなかったのだろう。彼がやや目を瞠って言うと、角度をつけて指の腹をスライドさせ、擦りはじめる。

「このざらざらしてるところも……イイ場所って知ってるよね」

　浅いところにあるその部分を愛撫されると、快楽が蓄積されていくような、厚みのある快味があった。

　これまでにも彼に刺激されたことはあるけれど、意識して責め立てられたことはなかった気がする。その場所よりも鋭く反応する場所が、他にあるからだろう。

「クリもいいけど、こっちでもイけるようになろうね。大丈夫、気持ちいいって感覚を身体に教え込めば、クリをいじらなくてもイけるから」

「あっあっ、はぁっ──くふぅうんっ……!!」

　諭すように言いながら、奏くんは親指の腹を使って秘芽を刺激してくる。

　──そこを撫でられると、すぐに我慢できなくなっちゃうのにっ……！

　滑りのいい蜜を塗された小さな粒は、ぐりぐりと圧し潰されただけで身体の中心に電撃にも似た鮮烈な愉悦を運んでくる。そのわずかな間に、軽く気をやってしまった。

「甘イキしちゃったね」

　奏くんがそれに気が付かないはずはなかった。窓越しに見える私の表情なのか、それとも膣内での感触なのか。仕方ないな、とでも言いたげに、彼が口元を歪めて笑う。

　私を呼び捨てするときの奏くんは、敢えて卑猥な言葉を選ぶことが増えた。そういう単語を音にすると、私が恥ずかしがるからだろう。日常ではまず耳にする言葉ではないから、ちっとも慣れない。彼のほうはそこも含め、面白がっているみたいだけれど。

「──イくときはちゃんと教えてって約束してるのに、なかなか守ってくれないんだから」

「だ、だってっ……」

　羞恥のせいで言い出せないのもあるけれど、刺激が性急すぎた。わけもわからないまま達してしまったのだ。

「言い訳はだめだよ。約束は約束だからね。……またお仕置きしないと」

　内壁を圧迫していたものが遠ざかった直後、ショーツのクロッチ部分を大きく片側に寄せられる。

「お尻を後ろに突き出して」

　ためらいつつも素直に従う。すると、入り口に硬くて熱いなにかが触れた。

「──今度は、ちゃんとイくって言わないとイッちゃだめだからね」

　ぐっと腰を押し付けられて──猛った肉の塊を突き入れられる。

「っぁあああっ……!!」

　奥までぎっちりと押し込まれ、私は歓喜の悲鳴をもらした。圧倒的な質量が、身体中の感覚を一瞬にして攫って行ってしまう。

「気持ちいいよ……僕のがほしくて、待ち遠しかった？」

　身体を密着させるように、小刻みに下肢を動かす奏くんの吐息は、劣情に濡れている。

「──自分の姿を見てごらん、里桜」

　興奮に塗れた声音に促されて、改めて目の前に視線をやった。

　──拘束具で自由を奪われたまま彼に貫かれている私の頬は紅潮し、興奮を帯び、ひどく淫猥な表情を浮かべている。私の知らない私の顔。

　……これが私？　まるで、この状況に酔いしれているみたいな──

「あっ、あんっ、はぁあっ……！」

　信じられない。そんな思考を、奏くんの律動が断ち切った。

「貪欲な里桜のこと……最初から思いっきり突いて、啼かせてあげる」

　台詞通り無遠慮に膣内を突かれると、甘美な情熱が幾度も弾けた。

　それから、お腹の中身をすべて持っていかれるような衝撃とともに、めくるめく悦びが身体中を駆け巡る。強烈な刺激に、すすり泣くような喘ぎが止まらない。

「……いい声だ。匂い立つような色気って……こういうことを言うんだろうねっ……」

　リズミカルに媚肉を貪りながら、奏くんが忙しい呼吸の合間に囁く。

　湿度の高い掠れ声は、彼が本当に興奮しているときの声。私の痴態に満足して、悦んでくれているときのものだ。

「手錠もそうなんだけど……どうして、僕が首輪を贈ったか……わかる？」

　意味を成さない喘ぎをこぼしながら、私はかぶりを振った。すると、彼がくすりと声を立てて笑い、続けた。

「首輪ってね、精神的な征服感を高めるものらしいよ。つまり、『里桜は僕のもの』って示すのにいちばんわかりやすいアイテムだってこと」

　彼の右手が、私の首元を彩る薄紫の隷属のしるしに触れる。そのあと、窓ガラスに映る私の姿を慈しむように眺める。

「両手を拘束されて、『僕のもの』ってしるしを着けさせられて……動物みたいに後ろから犯されてる。すっごく淫らで、素敵だね……」

「あぁんっ！」

　ひと際奥へと、猛り切った熱杭を叩きつけられた。耳元に奏くんの唇が寄せられる。

「──素敵で、美しいよ。改めて、里桜のこと大好きだなって実感してる」

　かり、と耳朶を噛まれる。甘美な刺激にびくんと身を震わせる様子を、窓に映して彼が見ていた。首輪に触れていた指先で、窓ガラスをトントン、と軽く叩く。

「この艶やかで淫らな顔を、誰かに見られてるって想像して。たとえば、目の前の……明かりが点いてる部屋の窓から、誰かが見ているとしたら」

　空き地の向こう側のマンション。同じ二階のベランダの窓には明かりが点いている。住人はまだ起きているのだろう。

　もし、その人物が窓の外に顔を出したとしたら──

「女だったら、『なんて卑猥な』って眉を顰められるかもしれないけど……男だったら目が釘付けになって、すぐにでも里桜を抱きたいって思うんじゃないかなぁ。おっぱいも、繋がってるところも……丸見えだもんね」

　彼に言われるがまま、思い浮かべてしまう。たまたま窓を開けた拍子に、私たちの痴態を目した男性の姿を。そしてその男性の瞳が、みるみる間に欲望に染まっていくのを。

「──あぁ、想像したらナカが疼いちゃったね。今、すごく僕のことを締め付けたの、わかったよ？」

「ご、ごめんなさっ……」

　そんなこと現実で起きうるはずがないのに、理性的な思考に反して身体が呼応してしまう。はしたない自分が恥ずかしくて、謝罪の言葉が口をついた。

「いいんだよ。でも妄想とはいえ、知らない男に抱かれちゃだめだよ。里桜を抱いていいのは……いやらしいおもちゃによってさらに妖艶に乱れている君を抱いていいのは、僕だけでしょ？」

　律動の間隔が狭くなり、下肢からぐちゃっ、ぐちゃっ、と淫靡な音色が絶えず奏でられている。独占欲剥き出しの台詞は、心まで激しく穿たれている気持ちになる。

「答えて里桜。君を抱いていいのは僕だけ……里桜は僕だけのもので、いいんだよね？」

「あぅ、はぁああっ……！」

　確信を得ているはずの声が、ほんの少しだけ祈るように揺れた。耳元に吹きかけられた熱い吐息によって、頭の奥が痺れる。

「ちゃんと答えられないと、今日はここまでにしちゃうよ」

　甘く切ない感覚に陶然としていて、口が利けなくなっていた。彼の動きがぴたりと止まったことで、それに気が付く。

「ま、待ってっ……！」

　刺激が止んだのがもどかしい。もっとめちゃくちゃに突いてほしい。もっと奏くんの熱を、身体の中心に刻み込んでほしいのに。

「わ、私は──」

　刺衝をほっするあまり、無意識に腰をくねらせてしまいながら口を開いた。

「私、を……抱いていいのは奏くんだけっ……私は奏くんだけのものっ……！」

　その台詞を発するのは思い切りが必要だったけれど、一度音にしてみると、なんとも言えない解放感があった。

　──そう、私を抱いていいのは愛する奏くんだけ。私は、奏くんだけのものなんだから。

「そうだよね。ありがとう」

　夜眠る前の「おやすみ」と同じ、優しく安らかなトーンでつぶやいた彼が、私の腰をぐっと掴んで、再び抽送をはじめる。片方の手が、すぐに接合部に伸びてきた。

「──イッてもいいよ。里桜が興奮するなら、知らない男に視姦されてるところ……想像して」

「あんんっ──そこだめぇっ……！」

　秘芽を弄られながら──奏くんは窓に私の身体を押し付けんばかりに、しゃにむに突いてくる。ガラス板に押し潰された胸やその頂に、ひんやりと冷たい感触がする。

　大きく激しく内壁を抉られるたび、ちかちかと星が散るようだった。

　──奏くんのものになっているのを見られている。窓ガラスに潰されて変形した胸も、ひとつに繋がった場所も、そこから滴るどちらのものかもわからない欲望の残痕も……すべて、余すことなく。

　ばちん、と頭のなにかが大きく音を立てた。刹那、全身が火を噴いたみたいにカッと熱くなり、その火に炙られた肉体がバターのようにじわじわ溶けていくような心地がした。

　追い打ちをかけるかのごとく、また耳元で声がする。

「僕に突かれながら……そいつの視線に貫かれてイッてっ──……！」

「やぁ、奏くんっ──私もう、本当にっ……！」

　──こんな激しい情動に、もう堪えられそうになかった。

「ふぁあああああっ……!!」

　下肢を搔き混ぜる奏くんの熱と、その場所にいるはずのない住人の視線とを受け止めながら、私は上りつめた。

「っく……！」

　ほどなくして、私の脚の間に熱い飛沫が放たれる。それらは窓ガラスに叩きつけられたあと、雨のしずくのようにいくつか筋を作って落ちていった。

　──頭が真っ白になっちゃうかと思った……。

　窓ガラスにほぼ全体重を預けていた私は、体勢を立て直そうとしたけれど、脚ががくがくして力が入らない。

「大丈夫だよ。僕が支えてるから」

　ふらふらしていることに気付いたのか、彼がそう言って、後ろからハグするみたいに身体を支えてくれる。

「落ち着くまでこうしてるから」

「……ありがとう」

　行為が終われば、奏くんは普段通りの優しく折り目正しい王子様に戻る。ぎゅっと抱きしめてくれる彼の腕の強さに、愛情の深さが感じられる。

「……でも恥ずかしい。カーテンすぐに閉めたいけど、きれいにしなきゃだし」

　ゲンキンなもので、最中は快感を得ることが最優先で、時折思考の端に追いやられていた羞恥心。だけど、欲求が満たされた今は一刻も早く身体を拭いて、服を着たい衝動に駆られている。

「気にしなくていいよ」

「でも……」

　振り返るように彼と直接向き合う。額から汗を噴き出した奏くんが、ふわりと柔らかな微笑みを見せた。それから、私の唇にキスをする。

「大丈夫。この窓、向こうからは見えづらいように加工してるから」

「えっ？」

「先週、僕が窓になにか貼ってたの、覚えてない？」

　脳裏で先週の記憶を辿ってみる。

　……そういえば、日曜日の昼間に薄い透明なフィルムのようなものを貼ってくれていた気がする。窓の汚れを防止するためのもの、と聞いていたけど……。

「これ、なかから外は見えるけど、外からなかは反射して見えないようになってるんだよ」

　──つまり、私のあられもない格好も見られていない、見えるはずがない、ということか。

「……そうだったの」

　心底ホッとしたのと同時に、ほんの少し、かけらにも満たないくらいだけど──残念だと思ってしまった。だってそれは、向かい側の窓のどこかにいたかもしれない住人が、私たちの繋がっている姿を目撃していた可能性がゼロパーセントである、ということだから。

　──なんで少しがっかりしてるの？　

　私、なんだかおかしい。慌てて、顔を出した不道徳な感情を頭のなかから追い出した。

「でも里桜に言わないでおいて正解だったな。……おかげで、あんなにかわいい反応を見られたから」

「外から見られると思ったら、誰だって慌てるよ」

　彼の脳裏には、そのときの私のリアクションが映し出されているのだろう。慈しむように瞳を細めた奏くんに、口を尖らせる。

「でもドキドキしたでしょ？」

「……ど、どうかな。わからないっ」

　きまり悪くて、私はそっぽを向いた。

　普段のやり取りのなかで、微かにでもそれを認めてしまうことはためらわれた。私のなかではまだ、こういう触れ合いかたに対してアブノーマルなものである、という印象が拭えないから。

「手錠と首輪、もったいないけど外してあげるね。シャワー浴びておいで」

「……うん、ありがとう」

　拘束を解いてもらいながら──私たちはいつも通りの夫婦に戻る。

　魔法にかけられたような、刹那的かつ烈々たる時間が終わっていくのを……私は、ちょっとだけ寂しいと思うのだった。
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　社員食堂の丸テーブルに、配膳台から運んできたトレイを置いた。

　今日はがっつりな気分だったのでＢ定食。メインは白身魚のフライとカニクリームコロッケだ。それにかいわれのサラダとわかめのお味噌汁が付く。見た目からして、かなりお腹いっぱいになりそうだ。

「里桜とランチするの、久しぶりだね～。元気だった？」

「うん、この通り、元気だよ」

　私が座ったのを合図に、向かい側に座っている石いし間ま千世ちゃんと、どちらともなく両手を合わせる。お互いに箸を手に取りながら、話しはじめたのは千世ちゃんのほうだ。ちょっとお行儀が悪いけれど、私は箸を持った手でガッツポーズをし、元気をアピールする。

　千世ちゃんのトレイの中央には、麻婆豆腐が載っている。Ａ定食の付け合わせはきゅうりとくらげのサラダに、中華風スープ。そちらもおいしそうだったけれど、今日の私は揚げものに惹かれたので、後悔はない。

「千世ちゃんは？」

「私も変わりないよ」

　目の前の彼女が頷くと、顎先で切りそろえられたボブがしゃんと揺れた。

「初はつ菜なちゃんとか、他の営業部の人たちも？」

「元気、元気！　初菜に関しては有り余ってるくらい。主任になって大張り切りなんだよね。『ブリランテ・プレミア』を売り込んでやるんだーって、息巻いてた」

「そっか、初菜ちゃんらしいね」

　『ブリランテ・プレミア』とは、新商品の高機能保湿クリームのこと。溌剌とした彼女を思い浮かべながら、私が笑う。

　初菜ちゃんも千世ちゃんと同じ営業部の同期だ。話し下手の私とは違い、相手の懐に飛び込むのがうまく、いかにも営業向きなタイプだ、と分析している。

　同い年なのに主任に抜擢されていてすごい。他にも役職についている同期はいるけれど、女性社員は初菜ちゃんだけだ。だから私は、密かに彼女に憧れている。

「初菜も里桜とランチしたがってたから一緒にと思ってたんだけど、客先の予定が早まっちゃったらしいんだ」

「そうなんだ。仕事だと仕方ないよね。まぁ、でも経理部は最近落ち着いてるから、ふたりの都合のいいときに誘ってくれたらうれしいな」

　経理部に移っても、営業部の面々とはまだ交流があった。普段は経理部の子たちとランチをすることが多いけれど、一ヶ月に一度は千世ちゃんからお誘いのメッセージが来る。

　口に出して言われたことはないけれど、多分、人付き合いが決して得意とは言えない私のことを気にかけてくれているのだと思う。千世ちゃんはそういうさりげない優しさをくれる人なので、私は彼女をとても信頼している。

「ＯＫ、ＯＫ。初菜に言っとくね」

「ありがとう」

　麻婆豆腐を食べるために、箸をレンゲに持ち替えた千世ちゃんに、私は軽く頭を下げた。

「それより里桜、最近はどう？」

「どうって？」

「若林係長との結婚生活に決まってるでしょ。順調？」

　千世ちゃんとランチするときは必ずと言っていいほど出る話題だ。私はカニクリームコロッケをふたつに割りながら小さく頷く。

「お、おかげさまで……」

「ふーん、ここ数ヶ月のなかではいちばん色好い返事だね」

　千世ちゃんはレンゲに麻婆豆腐を乗せたあと、観察するように私の顔をじっと見つめた。

「そ、そうかな？」

「そうだよ。先々月に訊いたときには『うーん』って考え込んでたの、私は覚えてるけど」

「……あぁ、そうだったかも」

　千世ちゃんに指摘されて思い出す。

　……二ヶ月前は、私と奏くんとの夜の回数がいよいよ減り、奏くんが土日に積極的に出掛けはじめたころだ。私を女性として見れなくなったとか、興味がなくなったとか──なんていう不安を抱えていた時期だった。

「──ここ一ヶ月くらいで、すごく夫婦仲がよくなった感じがしてるんだ」

「え、そうなんだ。よかったね。なにかきっかけがあったとか？」

　きっかけ──と聞いて、頭のスクリーンに映し出されたのは彼がネットショップで買ったかわいい手錠。そしてお揃いの首輪。

　──ドキドキするようなアイテムの数々に、首から上がカッと熱くなる心地がした。

「あっ、いやっ、別にないんだけど」

　浮かんだイメージを打ち消すように、私は大げさに片手を振った。それを見た千世ちゃんがにやりと人の悪い笑みを浮かべる。

「怪しい反応だなぁ。今のはあったって言ってるのと変わらないよ？」

「本当だよ、特になにもないのっ」

　これ以上突っ込まれても困ってしまう。勢いで話を切ると、千世ちゃんは声を立てておかしそうに笑ってから、「はぁ～」とため息をついた。

「……相変わらず羨ましいよねー。あのイケメン紳士の係長に愛され続けてるなんて。一日でいいから代わりたいって思ってる女性社員がいっぱいいそう」

「結婚してからつくづく実感してる。奏くんは素敵な人だよ」

「幸せそうにのろけちゃって」

　千世ちゃんに囃し立てられて、私は照れつつも、無事話が逸れたことに内心でホッとしていた。

　──彼女には到底言えるはずもない。夫婦仲がよくなったきっかけが、彼のちょっと変わった性癖をカミングアウトされて、それに応えているからだって。

　知ったらきっとびっくりするだろう。私だってまだ行為の最中、別の人と触れ合っているように錯覚してしまうときがあるんだから。

　だけど、そんな彼と距離を置こうとか、嫌悪感を抱く……とかにはならなかった。

　むしろ、彼のこんな一面を知っているのは私だけなんだ、という、優越感にも似た感情が湧き上がっているくらい。
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「里桜ちゃん、着れた？」

　週末の夜。僕は洗面所に続く扉をノックして訊ねる。

「奏くんっ……あの……」

「うん？」

「む、無理だよ……こんな格好、恥ずかしい……」

　扉の内側から消え入りそうな声が聞こえてきた。

「大丈夫だよ、僕しか見ないんだし。出てきて、見せてくれる？」

「……うん」

　躊躇しながらも、静かに扉が開いた。

　出てきた彼女の姿に、僕は思わず見とれてしまった。

「あんまり……見ないで。恥ずかしいのを我慢してるの」

「きれいだよ、里桜ちゃん。……とってもきれいだ」

　羞恥のあまり両手で身体を隠そうとする彼女を制止しながら、改めて彼女の全身をくまなく観察する。

　肩ひものついた黒のボディストッキングは、肌が透けて見えるうえに、下腹部をくり抜いたデザイン──いわゆる、オープンクロッチになっている。

　初めてボディストッキングを着るであろう里桜ちゃんに、いきなりこれ一枚というのは強烈すぎるかと思い、両サイドをひもで留めるタイプの黒のショーツも一緒に渡しておいた。それを穿いてもなおこの反応だから、やはりショーツがあってよかったのだろう。

　バストが豊かな彼女にはよく似合っている。……すごくセクシーで、いつもそばにいる自分の妻であるのにすごくドキドキする。

「これもあのネットショップで買ったんだよね……？」

「そうだよ。前にね」

「てことは……これを着てる人が他にもいっぱいいるんだ……」

　信じられない、とでも言いたげな口調だった。

　里桜ちゃんにしてみたらそうなのだろう。彼女がこの手のセックスにまつわるアイテムが世に溢れていると知ったのはごく最近だ。それまでは、いたってノーマルなセックスしか知らなかったのだから、驚くのも無理はない。

「こっちに来て」

　僕は妖しい下着を身に着けた里桜ちゃんを連れて、寝室に向かった。

　部屋の明かりを点けて、部屋の中央にあるダブルベッドの片側に彼女を促す。いつも、彼女が寝ている側だ。

「ここに座って」

「っ……」

　僕が促すままに、ベッドを椅子に見立てて座る──と同時に、彼女が驚いたように息を呑んだ。そのベッドのすぐとなりに、自立式のスタンドミラーが置かれていることに気が付いたようだ。

「里桜ちゃんが姿見がほしいって言ってたから、買ってみたんだけど、どう？」

　前々から、日々の服装のコーディネートのためにあってもいいかもね、という会話をしていた。だからこの機会に購入することにしたのだ。

　もっとも、今回僕が買った理由は、彼女のそれとはまったく違うところにあるのだけれど。

「う、うれしい、けど……」

　うっすらと頬を上気させながら、ちょっと困ったように眉根を寄せる里桜ちゃん。

　おそらく僕がこれからなにをしようとしているか、見当がついたのだと思う。僕は上半身を屈めて、彼女の耳元で囁いた。

「今日はここでしよう。……あぁ、そうだ。もっとかわいくしてあげる」

　この格好だけでも魅力的だけれど、これに拘束具を着けたらさらに妖艶さが増すだろう。僕はベッドのそばのチェストから、白い箱をふたつ取り出し、その中身を里桜ちゃんに装着させた。

　手錠と首輪。黒一色のボディストッキングに、淡いパープルが映えている。

「──このほうが素敵だね」

「んんっ……」

　──かわいい。すごくかわいい。僕は堪らず彼女の肩を抱いてキスをした。

　舌を口腔内にねじ込ませ、粘膜をじっくり愛撫する。小さな、か細い声をもらしながら、里桜ちゃんも応えてくれようとするのが健気だ。

　お互いの舌を味わったあと、僕は自分の膝の上に彼女を座らせた。

「力を抜いて──里桜」

　慣れない装いに緊張しているのか、身体が強張っている。耳元に囁きを落として、名前を呼んだ。

「セクシーでかわいい里桜を見ながらセックスしたい」

　僕が彼女を抱くとき『里桜』と呼び捨てしたくなるのは、手錠や首輪と同じ、征服欲や支配欲の表れなのだと思う。

　里桜は他の誰のものでもない、僕のもの。それを示すためのひとつの手段と言うか。

「──いいね？」

　訊ねたあと、鏡に映る里桜が俯いてこくんと頷く。

　──今夜も、愛する里桜をめちゃくちゃにしたい。

　恥じらう彼女の顔を見つめながら、僕は劣情が高ぶっていくのを感じていた。




　自分自身の性癖についてはっきりと自覚したのは大学四年の秋。居酒屋から駅に向かう通り道にあった、深夜営業をしているディスカウントストアに友人三人と立ち寄ったときだった。

　酔っ払った勢いもあり、友人のひとりが「俺、あそこのコーナーめちゃ興味あったんだよね」と、アダルトグッズの置いてある区画を見はじめた。もうひとりもそちらに移動したので、僕も見に行かざるを得なくなった。

　当時の僕はちょっと潔癖なところがあって、そういうものを使ってセックスをするのはタブーというか、アブノーマルであるというイメージを強く持っていた。当然、使ったことはおろか間近で見たこともなかったし、さほど興味もなかった。

　友人は棚に並べられたおもちゃ類やコスチュームなどをひとつひとつ手に取り、感想を述べる。そのたびにもうひとりが笑った。

　延々続きそうなそのやり取りを横目で見つつ、もう先に帰ろうか……と考えていたとき、たまたま近くにあった商品のパッケージに目を奪われた。

　黒いエナメルのボンデージ──当時は、ボンデージと言う言葉すら知らなかったけれど──に身を包みアイマスクをした女性が、後ろ手に手錠をされ、首には太い鎖のついた首輪がはめられている。アイマスクで表情が読み取りにくいが、身体をくねらせて恥じらい、湧き上がる快感を押し殺しているようにも見えた。

　商品はおそらく、初心者向けのＳＭグッズのセットだったのだと思う。その女性の写真から、目を離すことができなかった。心拍数が上がり、感じたことのない興奮が滾ってくる。

「奏、そろそろ行くぞ」

　どれくらいそのパッケージを眺めていたのだろう。友人の声がカットインして我に返った。

「……あ、うん」

　その日はそのまま駅で解散したけれど、僕の脳裏にはいつまでもあのパッケージの女性の姿がチラついて離れなかった。

　──どうかしている。あんな卑猥な格好をした女性に惹かれてしまうなんて。まるで変態だ。

　もともと、拘束をされた女性にドキドキしてしまう節はあった。ドラマや映画などで、そういうシーンがあると妙に気分が高揚して、目が離せなくなる。

　それとは別に、恥ずかしがっている女性を見ると、もっと辱めたいとか、困らせたいという感情が湧くことにも気付いていた。恥じらって困惑している女性を、堪らなくかわいい、もっと眺めていたいと感じてしまう。

　どちらも共感が得難い内容であるとわかっていたから、誰かに打ち明けることはなかったけれど、さっきのパッケージはそのふたつの要素をいずれも持ち合わせているものなのではないだろうか。

　気付きながらも背を向けていた自身の性癖。それを認めろとばかりに突きつけられたような気持ちになったけど──認めたくなくて、僕はそのときの記憶を封印することにした。一瞬でもボンデージで拘束され、恥じらう女性に欲情した事実を、消し去りたかったのだ。

　これまで何人かの女性とお付き合いをしてきた。当然、男女の営みもあったけれど、あの日以降、相手の女性が拘束具を着けられ、その羞恥に頬を染めたなら──という妄想を止められなかった。拘束で自由を奪われ、与えられる快感から逃れることができずに、自身の痴態に恥じらいながら乱れる姿を、見てみたいと思ってしまう。

　でもそんな告白をしたところで距離を置かれる。だから歪んだ欲望は、腹の底にしまい込んだ。

　好きな女性にはそんな自分の性癖を少しも匂わせずに接してきたつもりだ。セックスは相手との愛を確かめ合う行為と割り切り、自身の嗜好とは切り離して、常に理性を欠くことのないように心がけた。断片的にでも異質さを感じ取られてしまったら軽蔑される。それが怖かったのだ。

　里桜と結婚を決めたときも、自分の性癖には鍵をかけ、二度と思い出さないよう自分自身に誓いを立てた──つもりだった。

　けれど、自分の気持ちを押さえつければ押さえつけるほど、欲求は膨らんでいく。

　里桜のことは間違いなく世界でいちばん愛している。誰よりも大切で失いたくないし、これからの人生を一緒に歩んでいく相手は彼女しかいないと思っている。

　だけど、箱入り娘だった里桜は、男性経験が少ないようだった。そんな彼女に、アブノーマルなプレイを強要できるはずもない。

　どうすればいいかわからずに苦しんでいた。気を抜くと、彼女と睦み合っている最中に、自分の嗜好に染まった彼女を妄想してしまったりして──自己嫌悪に陥り、精神的な負担になった。

　──せっかく大好きな人と結婚できたのに、これじゃ触れ合うこともままならない。

　僕はこれから、どうしたらいいんだろう。雲のない、快晴の空のような結婚生活はもう望めないのだろうか？

　悶々としていたまさにそのころ──里桜に偶然ＰＣを見られたあのできごとは、決して不慮の災難ではなかった。





　◆◇◆






「んぁあっ……」

　背後から伸びる手に、バストをゆっくりと揉みしだかれる。私は堪らず鼻にかかった切なげな声をこぼしてしまった。

「気持ちいい？　……ストッキングの生地越しだからかな。いつもと違う感触で、新鮮なんじゃない？」

　ストッキングの生地特有のサリサリとした感触は、肌が粟立つような繊細な刺激をもたらす。手錠の鎖が左右に引っ張られるように手首に力がこもったり、首輪のはめられた喉を見せつけるようにのけぞったりしてしまうのが恥ずかしい。

「びくんびくん震えて……かわいいね」

「んん、はぁっ……すごい、ゾクゾクするのっ……」

「気に入ってくれてうれしいな」

　声を震わせて快感を訴える私を、いとおしげに見つめる奏くん。彼は、鏡に映る私の膨らみを眺めつつ、指先で弾力を楽しんでいる。

「──里桜、よっぽど感じてくれてるんだ。ここ……ストッキングの生地を押し上げて、勃起してるね……」

　膨らみの中心に触れられながら、周辺よりもかなり隆起していることを強調される。

「っ……！　ち、違うのっ……これは」

　私は慌てて首を横に振った。言い訳が口をつきそうになるのを、奏くんが遮る。

「いつも言ってるよね。僕は反応してくれたほうがうれしいんだよ」

　笑いを含んだ口調で、硬くしこった先端部分を、指の腹で圧し潰したり、優しく弾いたりする。そのたびに私は甘い声を上げた。

「──もうコリコリだ。いけない子だね、ちょっと刺激されただけでこんな風に乳首を勃たせちゃうんだから」

「やぁあっ……！」

「透けてるからすごくえっちだね。……発情してるの、丸わかりだよ」

　視界には、いやでも自分の身体の反応が映し出される。身体の形にフィットした薄い生地を、淡く色づいて尖った蕾が持ち上げている様がひどく淫猥だ。

　……いやらしい。これが、私……？

「いいこと教えてあげる。……こっち向いて」

　ふと思いついたみたいに、奏くんが後ろを向くように促す。向かい合って抱き合うような形だ。

　直視されると、鏡越しよりももっとドキドキする。愛する彼が、ふっと微かな笑みをもらす。

「こうするともっと気持ちよくなれるよ」

　奏くんは私を抱き留めたまま、片方の胸の頂にキスをして、優しく吸い立てた。

「ぁあああっ……！」

　反射的に出た嬌声は、自分でもエロティックだと思った。その反応に気をよくして、彼は舌を使って生地の上から舐め上げたり唇で挟んで柔く刺激する。

「やぁ、それっ……あんっ、はぁっ……！」

「舐められるとまた気持ちよさが変わるよね。唇で扱かれるのとどっちが好き？」

　訊ねられても、快感を受け止めるのに精いっぱい。私の唇からは短い吐息のような喘ぎがもれるばかりだ。

「答えられないのは、どっちもイイってことかな」

　それなのに、奏くんは都合のいいように解釈して、繰り返し舐めたり、唇で挟んで扱いたりする。

「んんっ、ぁああっ、奏、くんっ……イイっ……！」

「そう、イイんだ。……こっちもしてほしい？　もちろんしてあげるよ──」

　私が素直に答えると、彼はうれしそうにもう片方の胸も同じように愛撫してくる。

「最近、よく甘噛みするようになったからかな。……里桜の乳首、少し大きくなった気がするね」

　強い刺激を与えると肥大していくものなのだろうか。私の乳首は乳頭の部分がやや小さかったけれど、彼に愛撫のとき、歯を立てられるようになってからは、形が変わってきたかもしれない。

「気付いてたでしょ？　先っぽがぷっくり丸く膨らんで……いじめがいのある、だらしない乳首になったって感じ」

　──変わってきたかもしれない、ではなく、変わってきた。

　自分の身体だから、私がいちばんよくわかっている。はぐらかしたくなるのは、あっさり認めてしまうと、自分がどんどん淫乱になっていると認めることになる。それはいけないことのような気がしたのだ。

　言葉でいたぶられつつ、指先でつんつんと刺激されると、私はびくんと腰を震わせた。

「これだけいじってたら感じやすくなってるよね。……近いうちに、乳首だけでもイけるようになっちゃうかもね」

　刺激に慣れさせて開発すれば、そうなる人もいる、と奏くんから聞いた。そうなったときのことを想像したのか、奏くんの瞳が妖しく光る。

　──まるで「里桜をもっと辱めたい」とでも訴えるように。

「奏、くぅんっ……わ、私……」

「どうしたの？」

　奏くんの膝に跨ったまま、両脚をもじもじさせてしまう。私は泣き出しそうに瞳を潤ませ、懇願するみたいに彼を見つめた。

「──もしかして、早く下……いじってほしいの？」

　ものの見事に言い当てられ、私は束ねられた両手で隠すように顔を覆った。

「が……我慢、できなくなってきちゃったの……そんなこと言うのはしたないって思うし、すごく恥ずかしいんだけど……」

　──こんなの恥ずかしい。劣情に抗えない様を、奏くんに知られてしまうなんて。これまでの自分を思えば考えられないことだ。

「ちゃんと言えて偉いね。どんな状態か、確認させて」

　奏くんは私を咎めるでもなく、むしろ満足そうに、労わるように私の髪を撫でる。

　ボディストッキングは下腹部だけぽっかり穴が空いたようなデザインになっている。彼は大事な部分を覆う、ひも付きショーツの中心にそっと触れた。それだけで、びくんと腰が震える。

「……濡れてる。脱いでちゃんと見せてもらうよ」

　宣言したあと、奏くんが両サイドのひもを解く。すると、快感とさらなる刺激への期待とで濡れそぼった秘裂が、彼の目の前に晒される。

「わ……糸引いてるね……濃い愛液でドロドロだ……」

　彼の感嘆に、その場所へ視線を注いでみる。黒いつやつやとしたサテン地のショーツは、入り口から吐き出された劣情の証によって大きな染みができていた。

「い、言わないでっ……恥ずかしいから」

「もっとその顔が見たいんだ。里桜が恥ずかしがる顔……とってもかわいくて大好きだよ」

　奏くんは誰にも渡さないとばかりに私を強く抱きしめ、噛みつくようにキスをした。

「ん、むぅっ……」

　私の唇を食み、縮こまった舌を強引に引き寄せて擦り合わせる。

「っ、ふ……里桜……」

　口腔内を犯すように蹂躙したあと、彼はようやく唇を解放してくれた。

「キスしただけなのに、もっと溢れてきちゃったね」

　ひもを外したショーツを抜き取り、代わりに指先が宛がわれる。敏感な粘膜を通して感じる皮膚の感触にぞくぞくした。

「ちゃんと栓しなきゃ……」

　奏くんはそう言って、人差し指に愛液を塗し、入り口に宛がう。ゆっくり押し込まれると、潤った膣内はさしたる抵抗感もなく指を飲み込んでいく。

「一本じゃ全然足りないね。もう一本──」

　押し込んだ指を一度引き抜くと、中指と一緒にもう一度膣内へと侵入させる。一本のときよりは圧迫感を感じたものの、やはり苦痛なく収まった。

「……ほらすぐに挿入った」

　思った通りとばかりに笑んだ彼が、膣内に挿れられた二本の指を動かす。

「はあんっ……！」

　指先が広がり、内壁に擦れると悦びが弾ける。私は身体をのけぞらせ、歓喜の声をもらした。

「ナカぐちゃぐちゃされるの気持ちいい？」

　膣内に埋まった指を開いたり、閉じたり、ピストンしたりしながら、奏くんが訊ねる。私は下肢から込み上がる愉楽に耐えるようにぎゅっと目をつぶりつつ、首を縦に振った。

「……そう。僕も里桜がよがってる顔見てると、それだけで気持ちいいよ」

　ぐちゅっ。ぐちゅっ。刺激が走るたびに、入り口が淫靡な音を立てる。今愛撫されている場所は、彼に享楽を叩き込まれ、今や秘芽の次に悦びを覚える場所となった。ここを集中的に擦られるだけで、上りつめてしまいそうになる。

「あっ──」

　けれど、すぐに達してはつまらない──とでも言いたげに、彼は入り口から差し込んだ指を引き抜いた。

「奏、くん……？」

　このまま快楽の波に呑まれ、身を委ねたかった。それを急に遮られ、私は戸惑って彼の名前を呼ぶ。彼は、私の考えなど見透かした風にいじわるに訊ねた。

「どうする？　もう僕の……ほしい？」

「っ、あ……」

　剥き出しの秘裂に、彼の下腹部が押し当てられる。パジャマ越しでも、それが熱く天を衝かんばかりの勢いで勃ち上がっているのがわかった。

「熱くて硬いの、当たってるのわかるよね？　……これ、里桜がほしいって言えばいつでも挿れてあげられるんだけどな……」

　下着のなかで解放のときを待ちわびている屹立。ぐい、ぐい、と潤んだ入り口に押し当てられるたびに、欲張りな秘裂がひくひくと戦慄き、侵入を心待ちにしている。

「ほ……ほし、い……」

　蚊の鳴くような声で私がつぶやいた。

　長らく手錠と首輪を着けて交わり続けたせいか、行為でのイニシアチブは奏くんにあるのが自然な形になっている。だから私がしてほしいことを望むには、彼の問いかけに従順であるしかない。最近の私は、燃えるような羞恥に身を焦がされそうになりながらも、少しずつ要求を言葉にして述べられるようになってきた。

「うん。……でも、誰の『なに』を、『どこ』にほしいの？」

　私なりに頑張って答えたつもりだった。でもそれでは足りないとでも示すように、奏くんが耳元で囁きながら訊ねる。

「ちゃんと言ってごらん。言葉にして。……わかってるよね、はっきりと言葉にするんだよ？　誰の『なに』を、『どこ』にほしいか、僕に教えて」

「だって……そんなこと」

　──あまりにも、恥ずかしすぎる。

　たとえ行為中でも、これまで露骨な単語や表現を要求されたことはなかった。私も夫婦ふたりだけの空間なのだとしても、そういった言葉を音にするのに抵抗がある。

　それなのに、奏くんに求められている。公衆の面前では絶対に発することのできない言葉を。明け透けで野卑な言葉を。私がそのフレーズを口にしたら、激しい羞恥に身悶えするだろうとわかっていながら、そんな私の姿を眺めたいのかもしれない。

「言えないとあげられないよ。……ほら、教えて。そのまま言うのがどうしても恥ずかしいなら、耳打ちでも許してあげる」

　いずれにしても、その恥ずかしい言葉を口にしなければいけないことには変わらない。とはいえ、そのまま言うのは絶対に無理だ。私が取るべき選択肢は決まっている。

「あ、の……奏くんっ……」

「うん？」

　私は意を決して彼の名前を呼んだ。そして、彼の左耳に唇を寄せる。

「────」

　たどたどしくも奏くんの要求通りの台詞を言い切ったとき、ぞくぞくした快感が背中を駆け上がっていった。と同時に、細められた彼の瞳に激しい情欲が滲む。

「今の、最高に興奮したよ──だから、ちゃんと挿れてあげるね」

　奏くんは沸き立つ衝動を押さえつけるように掠れた声でつぶやきながら、パジャマのズボンと下着を同時に下ろした。

　ぶるりと弾むように飛び出てくる怒張は、ひとつになる瞬間を今か今かと待ちわびている。お尻を持ち上げられて高さをつけたあと、切っ先が秘裂に宛がわれた。

「ふぁあああっ……！」

　貫かれると、甲高い歓喜の声が抑えられない。自重によって、欲望の滾る屹立が最奥まで深々と突き刺される。

　その瞬間、頭のなかでいくつもの白い光が弾け、膣内が激しく痙攣した。びくびくっ、と蠕動しながら収縮すると、続いて痺れるような鈍い快感が下肢を覆った。

「挿れた瞬間イッちゃうくらいほしかったんだ、これが──」

　奏くんに身体を抱き留められて、自分の身体がくずおれそうになっているのを知る。右耳に囁きを落とされると、そのまま耳朶をぺろりと舐められ、柔く噛まれる。

「んんんっ……！」

　弛緩していた身体がまた緊張する。私は拘束された両手で、いやいやをするように奏くんの胸を押した。

「い──今はだめぇっ……！」

「だめじゃないよ。何度でも気持ちよくなればいい」

　抵抗のうちにも入らない所作をいなされ、律動がはじまった。彼の動きはどんどん激しくなっていく。

　下から突き上げられながら、また耳朶を甘噛みされる。頭のなかが蕩けそうな快感に支配されて、わけがわからない。ときには吸いつかれ、耳輪をぐるりと一周するように舌でなぞられながら、彼に官能を高めてられていく。

「気持ち、よすぎてっ……おかしく、なるぅっ……！」

「いいよ。僕の前ではおかしくなったって構わない」

　むしろそうなってほしい、とでも言いたげだ。私は与えられる快感に、狂わんばかりに反応してしまう。

「──でも僕の前でだけだ。……言わなくてもわかってるよね？」

　彼が右耳に歯を立てながら訊ねてくる。私は必死になって頷いた。

　私には奏くんだけ。よそ見をする気なんてない。絶対に。

「奏くんっ──好きっ……大好きっ……！」

「僕も好きだよっ……」

　私は等間隔に訪れる喜悦を享受しながら、うわごとのように愛の言葉を口にした。それに応えてくれながら、次第に彼が抽送を加速させていく。

「あぁっ、はぁっ……お腹、で、すごく……暴れてるぅっ……！」

「っ、く……里桜のナカが……気持ちいいからねっ……」

　奏くんの上に跨るこの体勢は、勢いをつけて下からしっかりと押し込まれると、切っ先が膣内の奥深くまで届く。

　ただでさえ、気をやったばかりの敏感な身体だ。接合部を隙間なく密着させるくらいに、力強く隘路をこじ開けられると、そのたびに激しく呼応してしまう。

「イイっ……それ、イイよぉっ……！」

「かわいい、里桜……いっぱい感じていいからね……」

　ちょっと舌ったらずで幼い響きは、余裕がなくなったときの声だと自覚している。まるで身体のみならず、声までもが蕩けてしまったかのような。彼はいつだか、そんな私の声が堪らなくかわいいし、興奮すると話していた。

「あっ……！　私っ……またっ……!!」

　──だめ……我慢できないっ……！

　身体の内側からなにかがせり上がってくる。私は不規則な呼吸を繰り返したあと、甲高い声を上げて再度達した。

　その直後、下腹部から勢いよく温かいものが噴き出した。一瞬、なにが起きたのかわからなかったけれど、ずり下げた彼のパジャマやシーツに広がる透明な染みを見て、すぐにわかった。

「っ……あ、ああう……」

　──気持ちよすぎたからって、私っ……！

　羞恥とショックとで放心状態だった。そんな私を抱きしめながら、奏くんが満足そうに笑った。

「これだけ盛大に潮噴けば、気持ちよかったに決まってるよね。シーツまでぐっしょりだ」

「ご、ごめんなさいっ……」

　──ベッドを汚してしまった。その罪悪感から、私は素直に謝った。一目見ただけでも染みが広範囲に広がっているのがわかる。

「──こんなに汚して……いけない子だね、里桜は」

　低音でなじられると、激しい羞恥に打ちのめされた、目の奥から湧き出たもので視界がぼやける。

　奏くんは、怒っているのだろうか？

　……怒ってるよね。わざとじゃないにしても、ベッドをびしょびしょにしてしまったんだから。

　奏くんはお尻を抱えると、接合を解いた。なおも彼の屹立を追いかけるように顫動する内襞が浅ましい。こんな痴態を晒しておいて。

　いよいよ泣き出しそうになったとき、奏くんが口を開いた。

「でも僕のお願いを聞いてくれたら許してあげるよ。……座ったまま鏡のほうを向いてごらん」

「……？」

　先ほどとは一転して優しい声音だ。

　──お願い？

　不思議に思いつつ、私は不自由な両手を彼の肩に乗せてバランスを取りながら振り返った。奏くんから、さらに指示が飛ぶ。

「マットの縁に足を置いて、大きく外側に脚を開いて……ほら、目の前の鏡になにが映ってる？」

　彼の一言一句に忠実に、マットの縁に足を置き、Ｍ字を描くように両脚を開いた。

　その瞬間にようやく──この体勢が秘裂のすべてを鏡に映し込むためのものであると気が付く。

「っ……見ないでっ……！」

「今だけで二回もイッた里桜の恥ずかしいところがよく見えるよね」

　手錠のついた両手で秘部を隠そうとするけれど、すぐに制される。そのまま、その手はばんざいをさせるように上げられ、淫靡な花びらを食い入るように見つめられる。

　──お願いだからそんなに見ないで！　そんないやらしいところっ……！

「シーツを汚したお仕置きをするよ。このまま、その貪欲な下の口で僕のを咥え込んで」

　口元に笑みを湛えながら、奏くんがさらに淫猥な要求をした。

「そ、そんなことしたら……全部、見えちゃうっ……」

「見たいからお願いしてるんだよ。……里桜のきれいなピンク色の入り口が、僕を受け入れる瞬間を見たいんだ」

「……っ」

　私は絶句した。

　──そんなの絶対無理。恥ずかしいところ、奏くんに全部見られちゃうなんて……！

「見えちゃうのが恥ずかしいって言うなら、前に窓辺でセックスしたときのほうがもっと恥ずかしかったでしょ？　知らない誰かに見られるほうがよっぽど抵抗あると思うけどな」

　奏くんの言葉でそのときの光景を思い出してみる。

　……確かに。窓に貼られたフィルムによって、私たちの行為が他人に見られる心配はなかったわけだけど、それはあくまで結果論だ。最中はフィルムの存在を知らなかったし、向かいの建物の住人に覗かれているかもしれない状況だった。それよりはマシだ、と彼は言いたいのだろう。

「──僕と里桜にしか見えない。だから、いいよね？」

　畳みかけるように言われると──彼の言葉が正しいような気がしてきた。

　私は観念したように目を閉じて、微かに頷く。

「いい子だね。……じゃあ里桜、鏡のなかの自分を見つめながら、ゆっくりこれを挿れようか」

　これ、と示したのは、鈴口から先走りの滴を垂れ流している彼の剛直だ。私は二回も達しているのに、奏くんは刺激を受けつつもまだ一度も劣情を放てずにいる。彼とてこれ以上辛抱はできないのだろう。

「支えてあげるから、少し腰を浮かせて。ちょうどいいところに宛がうよ」

「っ……うんっ……！」

　両手で腰を、お尻を支えられ、入り口にそそり立つ怒張を宛がわれる。

　──粘膜同士が触れるこの感触だけでも、すでに気持ちいい。

「里桜っ……！」

　両手でがっちりと腰を支えられながら、切なげに私の名を呼ぶ奏くんの下腹部と密着するように引き寄せられる。

「きゃぅんんんっ……！」

　硬度を増した先端が内壁を擦り、行き止まりまで到達した。弱いところを突かれて、甘ったるい嬌声がこぼれる。

「あぁ……すごいよ里桜。見てみて」

　顎先で鏡のほうを示す彼。私もそちらへ焦点を合わせる。

　──そこには、私たちふたりが上下に重なり合い繋がっている部分が、明瞭に映し出されていた。薄い茂みの下、熟れた肉襞が奏くんの赤黒い屹立を包み込んでいる。

「やぁあっ……！」

「出たり挿入ったりしてるところ、全部見えてるよ……里桜のここ……こんなに小さいのに、いっぱいに広がって……だらだら愛液を吐き出して。僕のを丸ごと飲み込んでるの、すごくえっちだね……」

　奏くんは脚の力を使って下から抽送しながら、ここ、と目いっぱいに広がる入り口を指差した。ぐちゅぐちゅと水っぽい音を立てて、鋼を仕込んだかのように強靭な怒張が出入りする様は艶めかしく、視覚からも情欲を刺激してくる。

「っ、か……奏くんのいじわるっ……」

　鮮明に映り込む生々しい光景に羞恥が募る。私はまた泣きそうになった。

「でも事実だからね。こんないやらしい格好で繋がって、よがってる里桜が見られて……僕、すごくうれしいよ……」

　恥ずかしくて死にそう。泣きたくなる。

　──はずなのに、一方でどうしようもない興奮に襲われているのも事実だった。

　ずっと認めたくなかったけれど、私の身体は非日常の快感に打ち震えている。恥ずかしくなればなるほど身体の感覚が鋭敏になり、深い悦楽を感じられるようになっていたのだ。

「っぁん！　そこだめぇ……！」

「気持ちいいところは全部いじってあげる。おっぱいも、クリも……」

　奏くんは律動しながら、片手は胸の頂を、もう片方の手は入り口のそばでピンと勃ち上がる赤い粒を転がしはじめる。

「ああっ！　はぁっ──ぁんんんっ……！」

　迸る快感で喘ぎが悲鳴に近くなる。感度の高い場所は、優しく触れられただけでも強烈な刺激になった。

「ちゃんと鏡を見て。三ヶ所も同時にいいようにいじられて……本当にいけない子だね、里桜は」

　彼の胸に体重を預け悦楽に浸っていると、自身の情痴の姿を目に焼き付けろとばかりに促される。鏡に映る、愉悦に乱れる女の姿に、興奮と羞恥がいや増していく。

「奏くん、あぁっ──私、もうわかんないぃっ……なにも考えられないぃっ……！」

「うん、気持ちよくなることだけ考えてればいいんだよ。……一緒にイこう──」

　──奏くんと一緒に、この享楽に溺れたい。ふたりで絶頂を迎えるために、私は一心不乱に快感を追求する。

　まるで身体を楽器にされたみたいだった。感じる場所を刺激されればされるほど、違った音色を奏でる。胸の先や秘芽を弾かれ、子猫みたいな甲高い喘ぎ声を上げたかと思いきや、膣内を抉るように突かれれば、苦痛と恍惚が入り混じったような切なげな吐息が勝手にこぼれる。

　手首と首には彼に対する隷属のしるし。身体の自由を奪われながら身体をくねらせる。

　そんな私の姿を見ている奏くんも激しい興奮を覚えているようだった。瞳に熱いものを滾らせ、明らかに欲情している。

　──もっと奏くんのものにして。他の誰でもない、あなただけの私にして……！

「里桜、里桜っ……！」

「奏くんっ……ぁああああっ……!!」

　弓なりに身体をしならせ、私は絶頂した。膣内が激しく収縮して──それが引き金となったらしく、膣内に温かなものが放たれる。

　夫婦といえども、これまで彼が私のナカで精を放ったことは一度もなかった。びっくりしたけれど、いやではなかった。むしろ、彼との子どもに恵まれたらいいなと思っていた私にとっては好ましいことだ。

　私は愛する夫にきつく抱きしめられながら、幸福な絶頂の余韻に浸ったのだった。





　■□■






　真面目で貞淑な妻は、僕の前でだけ娼婦のように乱れる。このシチュエーションにより興奮しているのは、まぎれもなく僕のほうだった。

　呼吸を整えて落ち着いたころ、里桜の身体から性器を引き抜いた。追いかけるように、白濁したものが秘裂から溢れてくる。

「──ごめん」

　僕は短く謝って、ベッドのそばにあるティッシュボックスに手を伸ばし、彼女の秘所からこぼれ落ちる自身の欲望を拭き取った。

　僕たち夫婦は将来的に子どもをほしいと思っているから、普段から避妊具を着ける習慣はない。けれど、まだ新婚だしふたりだけの時間を満喫したいという思いもあって、僕自身は外で果てるようにしていたのだ。

　でも今回は──どうしても我慢できなかった。里桜のナカに出したい。手錠や首輪だけじゃ足りない。もっと『僕のもの』というしるしを刻み込みたかった。

「……どうして謝るの？」

　もう一枚ティッシュを手に取り、座り位置を少し後退させたあと、今度は自身を清める。それらをくずかごに入れたあと、彼女がこちらを振り返って訊ねる。

「……いや。いつも、ナカには出さないようにしてたから」

　彼女の両手首にはまった手錠を外しながら、僕が答える。

　それがふたりでの決めごとというわけではなかった。

　正確に言えば、僕たちは性的なことをきっちりと詰めて話し合ったことがない。『ナカでは出さない』というのも、おそらく彼女にとってはそのほうがいいだろう、と僕が判断しただけだ。経理部にもやっと慣れて、仕事に行くのを楽しんでいる。そんな彼女を見ていると、子どもはまだ焦らなくていいと感じていた。

「謝る必要ないよ。……うれしかった」

　すると──里桜が拘束の解かれた両手で僕の首元に抱き着いて、囁くように言った。

「私、奏くんのこと好きだから……赤ちゃんできたらうれしいし」

「里桜……」

「あんまり気にしたことなかったけど、私に気を使ってくれてたんでしょ。でも、いいんだよ」

　里桜が顔を上げた。そしてはにかむような笑みで、僕の瞳を見つめる。

「私は、いつ赤ちゃんが来てくれても大丈夫。もちろん、奏くんがＯＫしてくれるならだけど」

　いつも恥ずかしがり屋の彼女にしては、かなりストレートな物言いだった。その証拠に、僕のパジャマの襟を軽く握った手が微かに震えている。きっと、僕が思う何倍も勇気を振り絞っているに違いない。

「……奏くん？」

　僕から反応がないことを不安に思ったのだろう。心細そうに名前を呼ぶ彼女の頭を、ふわりと撫でる。

「……ううん。なんでもない。ありがとう」

　僕がそう言うと、里桜はホッとした風にまた笑顔を見せてくれた。

　直球の愛情表現に感激すると同時に、自己嫌悪に陥る。

　──彼女のほうから言わせるなんて、だめだな。僕は。

　無意識のうちに子どもができないほうの選択をしていたのは、本当は彼女のためなんかじゃない。自分のためだ。

　心のなかに潜む、里桜が離れていくんじゃないかという恐れがそうさせている。いつか彼女が僕の性癖に耐えられなくなるのでは、と。

　里桜が好きだ。愛してる。彼女とずっと夫婦でいたいし、新しい家族にも恵まれたならこれ以上の幸せはない。

　そう思うのに──自分の歪んだ性癖のせいで、いつか壊れてしまうかもしれない。

　行為の最中「乱れるのは僕の前でだけ」なんていう、独占欲の塊みたいな言葉を投げかけてしまったのは、自分自身を安心させたかったからなのだろう。

　里桜は一途で身持ちの固い女性だ。だから、わざわざ「浮気をするな」なんて野暮なことを言う気はない。

　だとしても、時折不安になることはある。特に、自分の性癖を打ち明けてからは、なにかトリガーになるできごとさえあれば、別れを告げられる可能性もあるのでは、と覚悟している。僕が彼女に求めている行為は、そうなる危険を孕んでいるのだ。

　だから言葉だけだとしても確認したかった。里桜が愛する男は自分しかいないのだ、と。

　やっぱり僕は、どうかしている。里桜を辱めたい、いじめたいと思う気持ちと並行して、この人を守りたい、愛したいという気持ちも存在する。

　むしろ、彼女が大切だからこそ、嗜虐心も沸くのだ。こういう感情は、同じ性的嗜好を持つ人間でないと理解してもらえないのかもしれない。

　僕は里桜の温かな身体を抱き留めながら、心のなかで何度も「ごめん」とつぶやいたのだった。





　◆◇◆






　先週から奏くんの様子が少しおかしい──気がする。

　具合が悪そうとか、食欲がないとかではない。ただちょっと、元気がないのだ。

　話を振ればちゃんと答えてくれるし、笑ってくれる。いつも通り家事も完璧。

　だけどたまに、なにかを考え込んでいるそぶりをしたり、ぼーっとしたりしているのが引っかかってしまう。

　……仕事が忙しくてお疲れなんだろうか。こういうことは珍しくて、心配になっちゃうのに──

「里桜ちゃん」

　夕食の途中、不意に名前を呼ばれて顔を上げた。

「どうしたの？」

　私は動揺を打ち消すように意識的に笑みを浮かべる。

　週末土曜日の夕食はまだ始まったばかりだ。今夜の調理担当は私。マカロニサラダとポトフ、ポークソテー。見れば、奏くんはまだ料理に手を付けていない。

　彼は射るような強い瞳で私を見つめている。その彼が口を開いた。

「今夜は、お互い早めにお風呂に入ろう」

　その言葉の意味を考えながら、私は胸が激しく高鳴るのを感じていた。

「──寝室で待ってる」

「う……うん、わかった……」

　ドキドキしすぎて、短くこう答えるのが精いっぱいだった。

　脳裏に浮かぶのは、先週彼に抱かれたときのこと。いつものように手錠をかけられ、首輪を着けられ、抵抗できない状態にされたあと──鏡の前で辱められた。

　奏くんのいじわるな言葉で煽られながら、身体中のいろんな性感帯を刺激され、身体がふわふわして……どこかに飛んで行っちゃいそうだった。……夢心地だった。

　あの日、私は初めて奏くんをナカで受け止めた。それまでは必ず私のお腹やお尻に出していたのに。

　……意外だったけど、いやじゃなかった。というより、うれしかった。ちゃんと夫婦になれた感じがした。

　あまり深く考えたことはなかったけれど、多分、奏くんは私に気を使ってくれてたのだと思う。赤ちゃんがほしいという話はしていたものの、いつごろだとか具体的な話は一切してこなかったし、新しく移った経理部の仕事に慣れて、もうしばらく頑張りたいという主旨のことを話した。それを気にしてくれていたのかもしれない。

　ナカで飛沫を感じた瞬間、身も心も奏くんのものになれた感じがした。手錠や首輪よりももっと強力なもので、彼色に染められたのだ。

　そう。今の私は彩られるまま、彼の望む色に染まっている。

　最初は彼が与えてくれる新しい刺激に戸惑うばかりだったけれど、最近はそれを積極的にほしがるようになってしまった。

　──今夜はどんな刺激をくれるのだろう。

　私は膨れ上がる期待を押し隠しながら、淡々と夕食を済ませた。




　食事を終えると、先に奏くんにお風呂に入ってもらい、その間に私が洗い物をした。

　入れ替わりで私がお風呂を済ませる。湯船に浸かっている間、これから彼がしようとしていることを、あれこれ妄想した。

　窓、鏡と私の羞恥心を煽るシチュエーションが印象的だったから、今度はベランダ？　なら、次こそ誰かに目撃されるかもしれない。

　もしくは新しい拘束具？　手錠と首輪があれば、足枷なんていうのもありそうだ。そうすると、今までよりもさらに身動きが取れなくなってしまう──

　湯船のなかで下肢がきゅんと切なく疼く。考え出すと止まらない。のぼせてしまう前に上がることにした。

　……私、どうしちゃったっていうの。辱められることに快感を覚えるなんて、どう考えても普通じゃない。

　自分自身を叱咤しつつ、ドライヤーやスキンケアを済ませ、パジャマを羽織る。身支度をすべて終えて、私は逸る気持ちのままに寝室へと向かった。

　寝室の扉を開けると、ダブルベッドの片側に奏くんが腰かけていた。扉の音で私が現れたことに気付いた彼のとなりに移動して、そこに座る。

「…………」

　私は奏くんの反応を伺うように身体を彼のほうへ向けた。

「里桜ちゃん」

「奏くん……」

　彼は真剣な表情で私の顔を覗き込むと、私の肩をそっと押した。ぽすん、と音を立て、ベッドマッドに押し倒される形になる。

　──奏くん、今なにを考えているの？

　いつになく鋭い瞳に見下ろされ、ドキドキが最高潮に達したとき、彼がこう訊ねた。

「……無理してない？」

「え……？」

　唇からこぼれた問いかけは、いつになく思いつめたニュアンスが感じられる。

「こんなに身体を強張らせて……僕のせいだよね」

　私の肩から腕にかけてを、ゆっくりと撫で擦った奏くんが、自分を責めるようにつぶやいた。

「僕みたいな嗜好を理解できない女性のほうが多いのはわかってるんだ。里桜ちゃんは優しいから付き合ってくれてるけど……無理なら無理ってはっきり言ってくれていいよ」

　私はここでようやく気が付いた。

　彼が「寝室で待っている」と言ったのは、夜のお誘いではない。私と忌憚のない話をするためだったのだ。

　彼は真摯な眼差しを向けながら続けた。

「最近ずっと考えてた。里桜ちゃんが僕の嗜好を受け入れてくれて、付き合ってくれるのはすごくうれしい。だけど、何度も言うようだけど……無理させてまで自分の欲求を満たしたいとは思ってないんだ」

　彼の手が私の前髪を撫でる。いとおしげに、何度も。壊れものにでも触れるみたいに。

「──それ以前に、里桜ちゃんは僕の大切な奥さんなんだよ。一生大切に……幸せにするって誓った人なんだ。その気持ちは結婚式からずっと変わってない。だから我慢しないで。つらかったら言ってね」

「奏くん、違うよ。つらくなんて……無理なんてしてない」

　私はかぶりを振って言った。

「私のこと、ずっと変わらずに大切にしてくれてるのはうれしいけど、本当にいやだったら、そうやって伝えてる……と、思う」

「里桜ちゃん……」

「身体が強張ってたのは、その……ドキドキしてたからってだけで。私がいつも『いや』とか『やだ』とかって言ってたから……不安にさせちゃったのかな。だとしたらごめんなさい」

　奏くんがそんな気持ちを抱えていたなんて、全然知らなかった。恥ずかしさからいやがるそぶりを見せてしまっていたのが原因なら、申し訳なく思う。私はまつげを伏せて謝った。

　……最初こそびっくりしたけれど、つらいとか、無理して合わせてるなんて思ったことはなかったのだから。

「……私も変わらず奏くんが好きだよ。これからもずっと一緒にいてね」

　私がそう言って微笑むと、奏くんも張り詰めていたものが緩んだのか、ふっと柔らかな笑みを見せる。

「ありがとう、里桜ちゃん」

　奏くんの唇が優しく私のそれに触れた。

「んっ……」

　──柔らかくて気持ちいい。唇を触れ合わせるだけのキスを幾度か繰り返したあと、奏くんはスタンプを押すみたいに、私の額に軽く口付けた。それから、彼の背中に腕を回してぎゅっと抱きしめる。

「奏くんとくっついてると幸せなんだ。ちょっといじわるされてるときでもね」

　彼の体温や感触が心地いい。誰とハグするよりも安心感があるし──やっぱり、ドキドキする。

「僕もだよ。……でも今日は、いじわるしないで……里桜ちゃんのこと、目いっぱいかわいがりたい」

　こちらを覗き込む彼の瞳が、いたずらっぽく光った。

　ベッドの枕元にある照明のリモコンで、シーリングライトの明かりを非常灯にして、その代わり間接照明を点けた。ほのかな明かりが辺りを照らすようになる。少し前まではこんな風に明かりを調整することが行為の始まりの合図だったことを思い出した。

　彼の手がパジャマの上から、私の胸元をまさぐる。

「奏くんっ……」

「感じてる里桜ちゃん、かわいいよ……心臓、ドキドキしてるね」

　パジャマの生地越しに、すりすりと左胸を撫でられる。こうして触れられているだけで、心臓が早鐘を打っているのがバレてしまった。

「ドキドキするよ……好きな人に触られてるんだもん──んっ……！」

　彼の手が、ボタンを外してパジャマの内側に侵入してきた。

　生地の上から触れられるのと、直に触れられるのとではまったく違う。彼の渇いた指先が、柔らかな脂肪の上を撫でたり、敏感な尖りを掠めたりすると、それだけで声が出てしまう。私はか細く喘ぎながら続けた。

「あのね、こんなこと言われると引かれちゃうかもしれないけど……」

「うん？」

「今夜はいったいどんないじわるされちゃうのかなって考えたら、お風呂に入ってるときからドキドキが止まらなくて……」

　私は思い切って、奏くんに先刻のよからぬ妄想を打ち明けることにした。

　──無理をしてなんていない。むしろ私のほうが、それを期待しているのかもしれない。認めるのは恥ずかしいけれど、それを伝えなければいけないような気持ちになったのだ。

「そうだったんだ。……引いたりしないよ」

　彼は片側の胸の膨らみを優しく揉みしだきながら、穏やかに微笑んだ。

「──ただ、次のときはいじめがいがあるなぁ、って思ったけど」

「んんっ……！」

　ちょっといじわるに言ったあと、彼は膨らみに顔を埋め、その頂を唇で食んで吸い立てる。

「おいしいよ、里桜ちゃんのここ……もっと舐めて気持ちよくしてほしいって」

「あんっ、やぁっ……」

　ちゅっ、ちゅっと音を立てて愛撫されると、胸の先が甘く痺れる。私の嬌声がもれ聞こえると、奏くんはさらに舐めたり吸い付いたりしながら、反対の胸の先を指先で刺激しはじめる。

「ふぁああっ……！」

　──すごい。性質の違う刺激を左右同時に送り込まれるのが堪らない。

「気持ちいい？」

「ん……気持ちいい、奏くんっ……」

「里桜ちゃんが素直に感じてくれるとうれしいな」

　しばらく膨らみや頂の感触を確かめていた指先が、徐々に下に降りてくる。おへそを通り、パジャマのズボンに触れると、手早く脱がしてしまった。それから、レースのショーツをするりと撫でる。

　最近になって、奏くんの好みが黒系の下着だということを知った。私はパステルカラーしか持っていなかったのだけど、クローゼットのなかに少しずつ黒系のインナーが増えている。今身に着けているレースのショーツも、彼の好きな黒だ。控えめな照明のなかでははっきりとは見えないにしても、きっと気付いてくれているだろう。

　奏くんの手がショーツのなかに差し入れられる。恥丘や恥毛をゆるゆると撫でたあと、恥毛を掻き分けて秘裂へと到達する。

「お風呂から出たばっかりなのに、汚しちゃだめじゃない」

　入り口から滲む興奮の証を、円を描くように塗り広げながら、奏くんが囁く。

「だって……」

「でも仕方ないね。気持ちいいことしてるんだから」

「ふぁ……っ」

　彼に再度唇を奪われる。誘うみたいに伸びてきた舌が、私のそれを掬ってちろちろと蠢動させる。なされるがままになり、私の身体の力が抜けてきたところで、深く口付けてきた彼は、口蓋や歯列をじっくりと舐め上げた。

　頭のなかを搔き混ぜられるような恍惚だった。その快感にうっとりと身を任せていると、今度は下肢にぞくぞくとした感覚が走る。

「んんぅっ……！」

「ぱくぱくして僕の指をほしがってるね──ほら」

　つぷ、と膣内に人差し指を突き入れられる。何度も彼を受け入れている場所だから、指一本くらいであれば難なく飲み込んでしまう。

「もう一本あげようね──こうしたら、気持ちいいかな？」

「んんっ、はぁあっ……！」

　彼は中指と人差し指を揃えて奥まで差し入れる。二本の指を蠢かせ、浅い場所にある性感帯を刺激しながら、私の喘ぎを塞ぐようにまたキスをしてきた。

「んんっ──ふ、む……ぅうっ……」

　頭もお腹のナカも蕩けてしまいそうだった。弱い場所を同時に責められ、なにも考えられなくなってしまう。

「……しっかりして、里桜ちゃん」

「ぁんっ!!」

　彼の唇が離れ、快感でぼんやりする私にそう呼びかける。直後、下肢に強烈な刺激が走った。感じやすい粒の皮を剥かれ、弾かれたのだ。

「ここ好きだよね……腰がびくびくしてかわいいよ、里桜ちゃん」

「あぁ──それすごいのっ……そんな、の……すぐ、イッ……！」

　言葉は甘くて優しいのに、秘裂をまさぐる指先はぐりぐりと無遠慮だった。神経を直接捏ねられるような凄まじい快感によって、私はあっけなく絶頂に達した。

「里桜ちゃん……」

　余裕がなくて、きっとだらしない表情をしているだろう私を、愛くるしいとばかりに破顔して見つめてくる奏くん。額に、頬に、唇に、キスの雨を振らせてから、濡れそぼってもう役目を果たさなくなった私の下着をそっと脱がせてくれた。

「このまま……ほしい」

「……うん、来て」

　真摯な瞳から目が逸らせない。彼はもどかしそうにパジャマのズボンとボクサーショーツとを脱ぎ払った。

　間接照明が映し出す彼のシルエットにドキドキする。引き締まった胸や腹筋は見慣れているのに、こうして照らし出されると陰影が強調されて、素敵な体躯なのだな、と惚れ直してしまった。

　下腹部から重力に逆らうように反り返る逞しい屹立。彼をこんな風に興奮させているのは、まぎれもなく私自身なのだと知覚すると、胸の奥がきゅんと音を立てて疼く。

「挿れるね……」

　彼は私の両脚を抱えたあと、まだ悦びに潤む秘裂に剛直を宛がった。そして、少しずつゆっくりと腰を押し進めていく。

「はぁああっ……」

　奏くんが挿入ってくる感覚が、確かにした。滾ったもので私のナカの隙間を埋めて、深部に到達する。

「里桜ちゃんが……僕のすべてを知っても一緒にいたいって言ってくれたこと、本当にうれしかったよ」

　接合部を密着させながら、奏くんが私を熱っぽく見つめて言った。

「里桜ちゃんって……いやな言いかただったらごめん。男慣れしてない感じがしたから、付き合いはじめの段階で、僕の望むような関係にはなれないって諦めてたんだ」

　──僕の望むような関係。カミングアウトして、そういうプレイを楽しめる関係、という意味だろうか。

「もちろん、こんな風にいちゃいちゃするのに慣れたら、少しずつ僕の好みに付き合ってもらうのもアリなのかなって考えたけど……里桜ちゃんは真面目だから、たとえばリビングのソファでセックスしようとするのもいやがるじゃない。『ベッドでするものなんじゃないかな』って」

「あ……」

　──確かに。記憶を遡るとそんなことがあったような気がしないでもない。

「べ、別にいやがったわけじゃないんだけどね。その、あの……こんなに長く一緒にいるのは今までで奏くんだけだし。みんながどうしてるとか、全然知らなくて」

　私の友人たちはそういう話になると沈黙してしまう子ばかりだ。当然、明け透けな会話などできるわけもない。

　……なんとなく抱いていたセックスのイメージで判断していた節はある。

「わかってる。でもそんな里桜ちゃんが……普通じゃないセックスに抵抗感のある里桜ちゃんが、僕の望むプレイに付き合ってくれてるのが、うれしくて。……里桜ちゃんからの愛情を感じたんだ」

「奏くん……」

　大きな質量が馴染んだ狭路で、奏くんが少しずつ律動をはじめた。

「っ、は……これだけは忘れないで。どんなに君に……いじわるなことを言ってもっ、恥ずかしい道具で辱めてもっ……僕は、世界でいちばん君を愛していて、大切に思ってるって……」

　こみ上げる快感に奥歯を噛んで耐えながら、彼がはっきりと言った。

「……うんっ」

　私は彼の首元に腕を回して、それに応える。

　奏くんが私の身体を行き来するたびに、お腹の奥に熱くて切ないなにかが蓄積されていく。彼が律動によって呼吸が浅くなるのに合わせて、私も自然とそうなっていった。

「私も奏くんのこと……世界でいちばん愛してるし、大切だよっ……」

　抽送が滑らかになり、勢いのままに最奥を突かれると、鼻にかかった嬌声がもれ出てしまう。

　世界でいちばん愛する人。尊敬する上司で。優しい恋人で。頼もしい旦那様。

　──ああ、やっと気付いた。私の大好きな奏くんは、さまざまな面で構成される多面体みたいに、見る角度によって違った魅力を持っている素晴らしい男性だったじゃないか。

　セックスのときに豹変してしまうのだって、特別な彼の一面。なんだか違う人に見えてしまったときもあったけれど、それは間違いで──それら全部をひっくるめて、奏くんなのだ。

「里桜ちゃん、好きだよ……」

「奏くんっ、奏くんっ──」

　奏くんと触れ合っている身体の奥が灼けるように熱い。まるで私と彼のなかでそれぞれ燃え上がる愛情という名の炎が、共鳴し合っているみたいだ。

　最奥を激しく穿たれながら秘芽をきゅっと摘まれると、全身が波打つような鮮烈な喜悦に包まれる。

　──気持ちいい。私、もう、このままっ……！

「これからもずっと……一緒にいようっ……！」

「ぁあああああっ……！」

　ひと際強く貫かれた瞬間、奥の窄まりで熱いものが弾けた。奏くんが私の身体を強く抱きしめ、私も忘我の余韻が収まるまで、彼の首元にしがみついていた。
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「奏くんっ……待ってよ、待って──」

「もう待てないよ。ずーっと我慢してたんだからね」

　とある金曜の夜。翌日は休みだからと羽目を外して飲み屋をはしごするサラリーマンたちも、そろそろお開きにしましょうという時間帯。奏くんにシティホテルの一室に連れ込まれた私は、扉を閉めるなり強く抱きしめられ、唇を奪われる。

「んんんっ……」

　手にしていた通勤用のトートバッグがバサッと床に落ちた。

　ちょっと痛いくらいに背中を扉に押し付けられると、そのぶん深く唇が重なった。強引に舌を絡められ、吸われ、淡い快感が強制的に送り込まれてくる。

「はぁっ……んんっ……」

　付き合いはじめのころからずっと、キスのときに呼吸が上手くできない。

　激しい口付けで苦しくなった私は、ようやく解放されたところで大きく息を吸い込んだり、吐いたりする。

「かわいいよ、里桜。……今夜はここで、思いっきり抱いてあげる」

　至近距離で放たれる言葉は、まるで麻薬のように私の全身を駆け巡り、心臓の鼓動を速める。

　──今夜はここで……いつもとは違う場所で、奏くんに愛される。

　彼がこんな風にじれったそうなのには理由がある。

　それは遡ること約四時間前──
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「じゃ、グラス揃いましたね？　せーの、お疲れ様でーす」

　横長のテーブルの中央で五人分のグラスがかち合う。

　私と奏くんは、会社の近くの多国籍居酒屋にいた。今夜は営業部の有志の飲み会。乾杯の音頭を取り、ふすま仕切りに掘りごたつの落ち着いた個室を押さえてくれたのは、営業一課の主任である初菜ちゃん。私の元同僚で同期だ。色白の童顔でかわいらしい雰囲気だけど、明朗快活で男女どちらからも好かれやすい女性だ。

　初菜ちゃんのとなりでおいしそうにビールを煽っているのが営業三課の鹿か島しま課長。多分、三十代後半くらいだと思う。スポーツマンっぽいがっちりした体型は、週四回のジム通いで維持していると以前聞いた。

　男性らしい体躯に反してたれ目でおっとりした雰囲気なので、部下としても親しみやすい。実際、直接仕事で絡んでいなくても話しかけやすい、優しい上司だ。

「……あの、すみません。営業部じゃないのに、お邪魔して」

　古巣とはいえ、営業部から逃げ出すように異動した経緯があるから、こうして飲み会に呼んでもらうことさえ申し訳なかった。手元にあるレモンサワーに口をつけるまえに鹿島課長に謝ると、彼は口を大きく開けて「あはは」と豪快に笑う。

「北嶋さんさー、水くさいこと言わないでよ。ていうか、たまには旦那にくっついて参加したらいいのに。俺たちは歓迎だよ」

　彼が私のことを旧姓で呼ぶのは、私が便宜上旧姓のままで働き続けているからだ。私のとなりに座る奏くんに視線をくれてから、鹿島課長がもう一度こちらを見た。

　定期的に催されているこの飲み会は、飲み会好きの鹿島課長が、営業部内で「楽しくお酒を飲めそうな人」というのをチョイスして、親交を深めようという主旨があるのだと聞いた。今回は奏くんを通して、「久々にどう？」と声をかけてもらった。

「うん。私も里桜ちゃんが飲み会に参加してくれるのはうれしい。しばらく会ってなかったから、余計にね」

「私も！　里桜さえよければ」

　初菜ちゃんと、そのとなりの千世ちゃんも揃ってうんうんと大きく頷いてくれる。私は胸がじんと温かくなった。

　営業部に入ってつらいことが多かったけれど、気の合う同期や優しい先輩──そこで得られた人の縁というのは本当に素晴らしいものだったのだな、と実感した。

　もちろん筆頭は、生涯の伴侶となった奏くんだ。

「……って言ってくれてるけど、かな──わ、若林係長としてはどう？」

　私は横に座る奏くんを、いつもの癖で名前で呼びそうになりがなら、どうにか軌道修正して可否を仰いだ。集まりの中心にいる鹿島課長や、同期のふたりがいいと言ってくれるなら、あとは夫である奏くんの許可を取るだけだ。

　仕事の飲み会に妻が入ってくるのをよく思わない夫もいるだろうし、その気持ちも理解できなくはない。歓迎しない雰囲気の答えであれば、それはそれで従うつもりだ。

「北嶋さんが参加したいっていうなら、僕も全然構わないよ」

　めったに呼ぶことのない旧姓で私を呼びながら、奏くんはあっさりＯＫを出してくれた。

「ありがとう」

　うれしくて自然と笑みがこぼれた。確認は怠らないようにしているけれど、もともと奏くんは私に対してなにかを禁止したり、制限することはしない人だ。私がいいならそれでいい、というスタンスは、純粋に自由であるのが心地いいし、信頼されている感じもして快適だ。

「旦那様の公認も得られたことだし、今後は里桜にも声かけるね」

「うん、お手数だけどよろしくね」

　千世ちゃんの言葉に、私は胸の前で両手を合わせた。ホッとして、それからようやく自分のグラスに口をつける。レモンの酸味が爽やかでおいしい。

「夫婦のくせして他人行儀な呼びかたが新婚って感じで、初々しくていいねぇ」

　私と奏くんが苗字で呼び合っているからだろう、鹿島課長がおかしそうに声を立てて笑う。

「そ、そういうわけじゃないんですけどっ」

　……会社の人たちの前で、あまりにも身内感を出した呼びかたはよくないだろうか、と配慮したつもりだったのだけど、逆に不自然だったのかもしれない。……ちょっと恥ずかしい。

「──しかし君たちが結婚してもう一年近く経つのか～。時が経つのは早いねぇ」

「ほんとですね～。ついこの間結婚式出席したばかりみたいな感覚でしたけど」

　課長は早くも一杯目のビールを飲み切った。すかさず千世ちゃんがタブレットでお代わりを注文している横で、初奈ちゃんがしみじみと相槌を打った。

「どう、この一年楽しかった？」

　ふと思いついたように、課長が奏くんに訊ねた。

「もちろん、楽しかったですよ」

　奏くんはきっぱりとそう言って微笑む。

　課長は入社当時、奏くんの指導社員をしていたらしい。だからふたりは親しい間柄のようで、奏くんから課長の名前を聞く機会は多い。

「ふうん。ふたりでどんなところ行くの？」

「あんまり外に出かけるって感じじゃないですね。買い物行ってその帰りにゆっくりコーヒー飲んだり、家でドラマとか映画見たり。お互いそういうのんびりした過ごしかたが好きなので、ストレスが溜まらないんですよ」

　ビールのジョッキを持ったままちょっと悩みながら答えると、奏くんがこちらを向いて「ね？」と同意を求めてくる。私は頷いた。そのやり取りを見ていた鹿島課長が軽く目を瞠る。

「へえー、なるほどな。相性抜群ってやつだ。ふたりとも真面目だし、雰囲気似てるよな」

「若林係長と里桜ちゃんってすっごく仲いいよね。羨ましいよ」

「本当、ただただ羨ましい！　早く里桜みたいに運命の相手見つけないと」

「こ、こういうとき……ありがとう、でいいのかな」

　ちょっと興奮気味に言う初菜ちゃんと千世ちゃんに、なんて返事をしていいのかわからない。照れながらそう言うと、初菜ちゃんが勢い込んでさらに続ける。

「私、本気の本気で言ってるからね。若林係長と里桜ちゃんって、ふたりとも誠実ですっごくお似合いなのもそうなんだけど、絵に描いたような幸せカップルって感じで。本当に素敵。憧れてるんだ」

「あ、ありがとう。そう言ってもらえるの……うれしいな」

　周囲からそんな風に思われているのだとしたら救われる。私は奏くんの結婚相手にふさわしくないのではないか、もっと素敵な女性がいるのでは──なんて真剣に悩んだ時期もあったから。

「相変わらずモテるな、若林は。若い女子社員の憧れの的か」

「あっ、念のために言いますけど、私たちは同期から旦那様を取ろうなんて考えたことないからねっ、安心して」

　初菜ちゃんの大絶賛に、鹿島課長が感心した風に言った。するとすかさず、初菜ちゃんが両手のひらを前に出して「大丈夫」とジェスチャーしたから、その場のみんなで笑った。

「結婚前はすごかったですよね。若林係長と接点持ちたい女子社員からのアピールとか」

「そんなのあったっけ？」

　千世ちゃんが懐かしそうに言ったけれど、当の奏くんは覚えがないようだ。

「係長って意外と鈍いとこありますよね？　デスクのうえに『いつもお疲れ様です♪』ってちょっとお高めのチョコとか、焼き菓子とか置いてあったじゃないですか。あれ全部、自分のこと覚えてほしいからですよ」

　初菜ちゃんの言う通り、奏くんは女の子が自分へ向ける視線に無頓着なところがある。

　ちょっとしたプレゼント攻撃も、女子の視点では「なんとなく気があるのでは？」と勘づきそうなものなのだけど──

「えっ、そうだったの？　みんなに配ってるんだと思ってた」

　やっぱり奏くんは、今初めて知った、というリアクション。これにはその場の女子一同で苦笑した。代表して初菜ちゃんが「いやいや」と突っ込む。

「──みんなにあげてたら破産しちゃいますって。特別な人にだから奮発するんです」

「うーん、そんなの考えたこともなかったな。うちの部署は優しい人が多いなとは思ってたけど」

　……私は彼のこういうのんびりと穏やかなところが好きでもあるので、まぁ、いいか。

「係長は里桜しか眼中にないですもんね」

「そうだね」

　千世ちゃんは多分、少しからかうつもりで言ったのだと思う。けれど、奏くんが少しも躊躇せずに頷いたので、逆に千世ちゃんが「え」と動揺する。

「──はっきり言い切れるのさすがです。そういうところがモテるんでしょうね～」

　彼女の言葉に耳を傾けながら……きっとそうなのだろう、と思う。

　彼の愛情表現はいつもストレートだ。比較的自分に自信のない私は、彼に常に「好きだよ」「かわいい」と言われ続けることによって、必要以上に小さくならずに堂々としていられるようになった──気がする。

「モテるってほどでもないけど」

「こら若林、イケメンモテ男のお前に言われると嫌味に聞こえるぞ」

「あ、いえ……！」

　謙遜した奏くんだったけれど、そこに鹿島課長の鋭い突っ込みが入った。慌てて反論する奏くんがおかしい。

「里桜、愛されてるね～」

　そこからなんとなく、会話が三と二にわかれた。千世ちゃんが顔を近づけて、小声で囃し立ててくる。

「お、おかげさまで……」

「にしても里桜、結婚してからもっときれいになったよね。最近なんか特に」

「えっ」

　自分では意識していなかったので、意外だった。

「なにか特別なことでもはじめた？　エステに行きはじめた、とか」

「ううん、そういうのは全然……」

「じゃあなに？」

　なに、と言われても……私自身に心当たりがないのだけど──

「……あ」

　もしかして、とひらめいた。最近はじめた特別なこと──思い当たるものはたったひとつだけだ。脳裏に浮かぶ奏くんとの刺激的な夜のあれこれに、顔が火照っていく。

　……た、確かにセックスできれいになる、っていう話も聞いたことはあるけど……。

「っ！」

　と、そのとき。掘りごたつの下で、私の太股に誰かの手が触れる。

　優しく撫で擦る手つき──となりにいる奏くんだ。彼は涼しい顔で鹿島課長と初菜ちゃんとの会話に参加しながら、スカートの下の私の脚を撫でている。

　直感的に理解した。きっと彼は、自分たちの会話をしながら、私と千世ちゃんの会話も聞いていたのだ。それで私の反応を見て、面白がっているのかも。

「どうしたの？　顔真っ赤だけど。酔った？」

「……ううん、なんでも。こ、これといってはないよ、本当」

　不思議そうに首を捻る千世ちゃんに、私はオーバーなくらい手を振った。

　みんながいる場所なのに。見られたらどうするの……!?

　心臓が張り裂けそうにドキドキしつつも、変に騒いだらやぶべびになってしまう。

「そっか。やっぱ夫婦仲がいいからかな。今日見てすごくよくわかったわ。ごちそうさま」

「あ、あはは……」

　本当のことを言えない以上は、笑ってごまかすしかない。

　それからしばらくの間、彼の手は私の脚の上に置かれたままだった。ストッキング越しに彼の体温を感じているだけで、変な声が出そうになったけれど──なんとか耐えた。

　飲み会は、楽しい雰囲気のまま二十三時すぎでお開きとなったけれど、解散直後、奏くんは私の腕を引き、最寄りのシティホテルに着くまで放してくれなかった。





　◆◇◆






　扉の前で貪るようなキスを交わしたあと、奏くんと私は扉の前に置きっぱなしだった荷物を室内に運び、ベッドに移動した。

「の、飲み会のときっ……脚、触って……私のことからかってたでしょ？」

「からかってた？　違うよ」

　自身の上着を脱いで備え付けの椅子にかけたあと、ベッドに戻ってきた彼が首を横に振る。

「里桜が石間さんの質問に、わかりやすく茹蛸みたいに顔真っ赤にしてたから。『それじゃいろいろ突っ込まれるよ』ってアドバイスしただけ」

「アドバイスって……び、びっくりしたよ。みんなの前で、触ったりしてっ……」

　脚に触るのがアドバイスだなんて納得いかない。私が抗議すると、彼は珍しくツンとした表情を見せる。

「里桜だってみんなの前で、無防備な顔見せてたから一緒だよ」

「……っ？」

「あの恥ずかしそうな真っ赤な顔見て、課長が欲情したらどうするつもりなの？」

「か、課長は既婚者だしっ……私の顔見て欲情なんて」

　彼の言葉にとんでもないと首を横に振ったけれど、奏くんは悪びれずに「いや」と言い、私の両肩を掴んで、私の目をじっと見つめる。

「結婚してても本能的な反応は止められないからね。それに、里桜は自分が思ってるよりもずっとかわいいんだってこと、忘れちゃだめだよ」

　──もしかして、これって嫉妬とか独占欲？

　大好きな人にそう思ってもらえるのは、純粋にうれしい。

「……わかった？」

「う、うんっ……気を付ける」

　釘を刺されて、私は内心で嬉々としながら頷いた。

　私の返事を聞き届けたあと、彼は自分のバッグのなかからなにかを取り出して、備え付けのデスクに置いた。そしてこちらを振り向く。

「それより里桜。……これ飲んで」

　これ、とデスクのうえのものを示される。私はベッドから立ち上がり、彼のそばに移った。

「なに？　これ」

　デスクのうえには、ミネラルウォーターのペットボトルと手のひらサイズの小さなケース──タブレットケースのようなものだ。それらが置かれている。

　ミネラルウォーターは解散前に酔い覚ましのためコンビニで買ったものなのは覚えているけれど……。私は奏くんの顔を見上げた。

「媚薬だよ。いつものセックスがもっと気持ちよく感じられる。今日はこれで楽しもう」

「媚薬……？」

　生活に馴染まない言葉なので、理解するのに少し時間がかかった。

　……媚薬って、えっちな気分になったりするっていう……？

「警戒しなくていいよ、安全なものだから。心配なら僕も一緒に飲むし」

　奏くんがそんな風に言うのは、きっと私のなかに『怖いもの』『怪しいもの』というイメージがあったからなのだろう。その必要はないと宥めるように首を横に振って、タブレットケースから薄い黄色のカプセルをひとつ取り出し、ミネラルウォーターと一緒に私に勧める。

　──さすがに媚薬と言うのはやりすぎじゃないだろうか。

　──安全って、誰が確かめたんだろう。飲んで具合が悪くなったりしないだろうか。

　一瞬のうちにさまざまな疑念が湧いたけれど、私は奏くんを信用して飲むことにした。

　黄色いジェル状のカプセルを摘むと、ひと思いに口に含み、ペットボトルの水で胃に流し込む。

　怖くないかと聞かれれば、ちょっと怖いけれど……それよりも、

　『いつものセックスがもっと気持ちよく感じられる』

　……という、奏くんの言葉が気になったのかもしれない。

「うれしいよ、里桜。僕の提案を受け入れてくれて。じゃあ僕も飲むね」

　彼は薄く微笑んでから、自身も媚薬を口にした。

「──少ししたら効いてくるからね。先に服を脱いじゃおうか」

　ブラウスのボタンに手をかけ、すべて外したあと袖を抜いて脱がせ、デスクのうえに置いた。それからスカート、ストッキングと順に取り払い、残すは下着だけになる。

「ふ、ぁっ……」

　キスをしながら、身体をベッドに押し倒された。優しく髪を撫でられ、ぎらぎらとした彼の眼差しが注がれる。

「いつ見ても里桜の身体はきれいだね」

　耳元で囁きながら、私の背中を浮かせてブラのホックを外した。そのまま脱がせると、私の身体を覆うものはいよいよショーツ一枚だけになる。

「……いつもの道具の他に、今夜はもう少し違うものも使ってみようと思うんだ」

　彼は再びベッドを離れると、なにかを手にして戻ってきて、再び馬乗りになる。

　手に抱えていたアイテムは四つ。そのうちの見慣れたふたつは手錠と首輪だ。

　初めて見るもののひとつめは、レースのついた黒いアイマスク。以前、彼がネットショップで購入していたものだ。

　そしてふたつめが──

「そ、れっ……！」

　彼の手に握られている、男性器を模したプラスチックの塊を見て、思わず叫んだ。

「ん？　やっぱりこれが気になった？　……やっぱり、おもちゃと言えば──だよね」

　驚く私を見て、彼は愉しそうだ。私がこんな反応をすると期待していたのかもしれない。

「どんな風に使うのか知りたい？　動かしてみようか？」

　目の前でおもちゃのスイッチを入れられる。すると、ウィーン、と器械らしい音を立てて細かく振動しながら、先端部分がツイストするように回転する。

「っ……！」

「すごいよね。ブルブル震えて、先っぽがぐるぐる回って……里桜の気持ちいいところ、たくさん刺激してくれると思うな」

　この目でおとなのおもちゃというものを見るのが初めてだった。

　奏くんのものほどではないけれど、太くて、長さもあって……それに、意外と振動のレベルが強いと感じる。

　──こんなのでいじめられたら……どんな感じがするのかな？

　……考えるだけで、身体の奥が疼いてしまう。

「まずはいつもの、着けようか」

　一度アイマスクやおもちゃを傍らに置き、普段通り、手錠と首輪を着けられる。

　最近は、これを着けられただけでもドキドキするようになってきた。今日はこれから、奏くんにどんな風に責めてもらえるんだろう、と、勝手に期待してしまうのだ。

「うん。かわいいね……そしたら次はこれだよ」

　両手を束ねられ、ペットのように首輪をはめた私を見下ろし、奏くんが満足そうに下唇を舐めた。そのあと、アイマスクを手に取って私に見せる。

「視界を遮るとね、そのぶん感覚が過敏になるって聞くよ」

　アイマスクは両耳に引っ掛けて留めるようになっていた。彼に装着してもらうと、想像していたよりもずっと深い暗闇に包まれる。

「あぁ……それを着けてると、余計に『拘束されてる』って感じがするね。それだけで僕、すごくドキドキしてきちゃったな……」

「なにも……見えないよ、奏くんっ……」

　興奮した声音の奏くんに、私もドキドキを募らせながら言う。まったく光を通さないようになっているのか、部屋のなかはそれなりに明るいはずなのに、見える景色は真っ暗だ。

「それでいいんだよ。……里桜」

「ぅんんっ……！」

　彼の唇が触れる。……柔らかい。唇とは違う性質の柔らかさを持つ舌が、私の唇を強引にこじ開け、れろれろと口蓋を舐める。

　──あぁ、そこ舐められるの気持ちいい……！

　じわじわと侵略するようなキスにうっとりしていると、今度は彼の手が胸元に降りてくる。胸の膨らみを優しく圧し潰すようにして触れたあと、前触れなくきゅっと頂を摘まれた。

「あんっ……！」

　いつもよりも刺激が濃く感じて、私はついいやらしい声を上げてしまった。

「やっぱりいつもより敏感になってるのかな。もっとしてあげるね」

「んぁ！　やぁっ……！」

　引っ張られるたびに、少し痛いような、でもむず痒いような感覚が溢れて、刺激が止むとまたそれをほっしてしまう。

　──身体の奥が、燃えるように熱い……気がする。

　視覚が奪われているのも理由のひとつなんだろうけど──あの媚薬。

　さっき奏くんが飲ませてくれた媚薬が、身体の間隔を鋭くしているんじゃないだろうか？

「引っ張られて勃起した乳首、おいしそうだね。……食べちゃうよ？」

「ふぁああんんっ……！」

　言いながら、まだじんじんしている胸の先に、彼の唇が吸い付いた。指先が与えるそれとは違う刺激に、じっとしていられなくなる。

「腰へこへこさせて、もうほしいの？　いやらしいなぁ」

　腰が動いてしまっていることに、彼から指摘されて初めて気が付く。

「だってぇ……奏くんが、変な薬っ……飲ませたりするからぁっ……」

「薬？　ああ……」

　左右の胸の先を音を立てて吸いながら、彼が頷く。

「効いてきたんだね、よかった。いっぱい気持ちよくなっていいんだよ」

　そして奏くんは、遊ぶように胸の先を甘噛みする。

「あぁ、噛んじゃやぁあっ……！」

　びりびりびり、と電気が流れるような快感に、私は媚びた声で喚いた。

「里桜の乳首……この間よりも大きくなってる」

　鏡の前で交わったとき、奏くんに揶揄されたことを思い出した。そのときのことを言っているのだろう。

「だらしなく膨らんだエロい乳首……大好きだよ。里桜の身体は全部、僕のものだ」

「あっ、あっ、あっ……！」

　噛んだり、吸ったり、舐めたり。変化に富んだ愛撫と独占欲に満ちた台詞は、私を心身ともに甘ったるい悦楽で満たしてくれる。

「こっちももう脱いじゃおう」

　ショーツのなかを見られたら、きっと奏くんにもっとなじられてしまうだろう。その場所だけは、見なくてもどうなっているのか、なんとなくわかっているから。

「あぁ、大洪水だ。乳首だけこんなになっちゃうんだ……ふうん」

「い、言わないでぇ……」

　──やっぱり。咎められているのに、下肢がはしたなく切なく疼いてしまう。

「里桜は僕がどこを見てるのかわからないだろうから、教えてあげてるんだよ。どうなってるか、ちゃんと説明してあげるね」

　優しいのにどこか冷たさを感じる声音に、ぞくぞくした。彼が続ける。

「──物欲しそうにぱくぱくしてる入り口からは愛液がとろとろに溢れて、お尻のほうまでこぼれてシーツに染みを作ってるよ。皮の剥けたクリが真っ赤になって勃起して、愛液でつやつや光ってすごくきれいだ」

「……やだ、恥ずかしいっ……」

　私の下肢がどんな風に高ぶって反応しているのかを、奏くんがちょっといじわるに説明してくれる。

「また濡れてきたね。恥ずかしがって濡らすとか、とんだドＭだよ。里桜、やっぱりそういう気質があるんだね」

「っ、う……」

　否定したいけど──できない。今までも、彼に言葉で煽られれば煽られるほど、身体が反応してしまうのは事実だったから。

　……奏くんの言う通り、これまで自覚がなかっただけで──私、もともといじめられることに興奮してしまう気質だったのかも。

「でも、だとするとちょうどいいよね。僕はＳだから……Ｍの里桜とは相性抜群だ。鹿島課長が言ってたことは、あながち間違いじゃなかったな」

　そういえば飲み会のとき、鹿島課長からそんなようなことを言われたかもしれない。けれど、今はそれよりも──

「奏くぅんっ……さ、触ってっ……」

　刺激が与えられないまま放り出された身体を持て余していた。私はねだるように短く言う。

「自分で言えて偉いね」

　優しく頭を撫でられた。予測できない所作だったから、それだけでもびくんと身体を震わせてしまう。

「ナカ解して気持ちよくしてあげるね。軽く両脚開いて」

「うんっ──ぁあっ……！」

　立てた両脚を開くと、奏くんの指が二本、一気に挿入ってきた。くちゅくちゅと卑猥な音を立てながら膣内を搔き混ぜ、出たり挿入ったりする。

　ナカでの指の感触を、いつもよりもはっきり感じられるのは、アイマスクのおかげなんだろうか？　それとも、媚薬？

　奏くんの指が擦れる場所、どこもかしこも気持ちよくて……声出ちゃうっ……！

「……僕が泣かせてるみたいだね。ちょっと罪悪感」

　快感によって無意識のうちに発せられた声が、奏くんにはすすり泣きに聞こえてしまうのだろう。そうは言いつつも、彼もナカを探る指の動きは止めない。

「これでもう気持ちよくなってたんじゃ、おもちゃ挿れたときどうするの？」

　その言葉が聞こえた直後、彼の指の感触が消えた。その代わりに、秘裂に冷たいなにかが宛がわれる。

「奏くん、これ──」

「そろそろ使ってみよう。挿れてあげる」

「はんんっ……！」

　秘裂は思いのほかあっさりとおもちゃを飲み込んだ。冷たくて質量のあるものが、身体のなかに挿入ってくる感覚。途中、人工的に作られた笠の部分が内壁に擦られると、ぞくぞくとしたものが背中を駆け抜けた。

「いきなり全部咥え込んじゃうなんて、いやらしいな。里桜らしいよ」

　彼の声が、さっきよりも少し下の位置から聞こえてくる。

「すっごくえっちだよ……おもちゃを飲み込んでるところ……全部見えてるよ」

　──きっと私の恥ずかしい場所をじっと眺めているんだ。おもちゃを挿れて快感を享受しているところを。

「み……見ないでっ……やぁあ……」

　彼に見られているという事実が、私の身体をさらに高ぶらせる。

「そんなこと言って腰動いちゃってるよ。……あぁ、挿れるだけじゃなくてさらに刺激がほしいんだね。わかった」

　彼はひとりで納得したあと、おもちゃにそっと触れた。

「振動のスイッチ入れてあげるから、気持ちよくなって」

　次の瞬間、今まで経験したことのない悦楽が、下肢を貫いた。

「ぁああああああっ……！」

　──なにこれ。なにこれ。なにこれ……!?

　強力なモーター音。ナカでぶるぶると細かく震えている。と同時に、奥へ奥へと進むように先端部分が回転しはじめ、内壁を刺激する。

「奏くんっ、なにこれ、すごぃいっ……！」

　私は思わず叫んだ。そうでないと、自分を保てない気がして。

「これでもいちばん振動弱いんだけどね。そう、そんなに気持ちいいんだ」

「あっ……！」

　こんなのだめ、耐えられないかも──と恐怖すら感じはじめたとき、無意識に浮かせた下肢から、おもちゃが滑り落ちた。ぼとん、とシーツの上に着地した音がする。

「でもすぐ抜けちゃうのが難点だね。……あ、そうだ」

「んっ……！」

　滑りのいい膣内は、少しでも角度をつけるとおもちゃが固定されずに落ちてきてしまうらしい。奏くんは解決策を思いついたようで、振動のスイッチを切ってから再度私の膣内におもちゃを収めると、そのうえにショーツを被せた。これで固定させようというのだろう。

「こうすれば抜けないね。せっかくだしもうひとつ振動のレベルを上げるね」

　言うが早いか、奏くんがスイッチを入れ直した。

「ふぁあああああっ──やぁあっ……！」

　めくるめく享楽の世界にまた引き戻される。今度は腰を浮かせても、ショーツがおもちゃを固定しているので逃れることはできなかった。むしろ、動くことによって別の場所におもちゃが擦れて、新たな快感を生み出すだけだ。

「これ、だめぇっ……強い、強すぎるの……気持ちいいのが、どんどん迫ってきてぇ……ぁあ、やん、ぁああ……!!」

　入り口のそばにある敏感な突起には触れていないはずなのに、どこからか振動が伝わっているのか、そこをいじられているときのような強く、甘く、切ない刺激が蓄積されていく。

「とめ、と、めてぇ……！　おかしくなるうっ……」

　いっそ自分で止めようかとも思うけれど、手錠によって拘束されているためうまく動かない。

「もうしばらく、かわいく乱れる里桜を見ていたいな。だから頑張って」

　どうにかこの快感の刃から逃れようとする私に対して、奏くんは呑気に言うだけだった。

「無理っ……ほんとにぃ、狂っちゃうっ……おねが、お願いぃ、奏くんっ！」

　──気持ちよすぎてつらい。助けてほしいのに。

「仕方ないなぁ……」

　私の必死な叫びが伝わったのか、彼は小さく息を吐いてからこう言った。

「なら僕がスイッチを止めたくなるようなおねだりしてよ。そしたら、止めてあげる」

「そんなの……わかんないぃ……」

　奏くんの出してきた条件は酷なものだった。

　そもそも、今正常な思考なんて働いていない。強すぎる快楽を受け止めるのだけでギリギリだ。

「じゃあおもちゃでよがり狂うしかないよね。それもすっごく気持ちいいと思うけど」

「っ……！」

　この状況がずっと続く──そんなのは絶対に無理だ。それこそ、本当に狂ってしまう。

　──それなら。

「か、奏くんっ……」

　私は快感の熱に浮かされた声で呼びかけた。

「ぁんっ……おもちゃじゃいやなの……奏くんがいいっ……」

　私はいやいやをするように身体をよじらせながら、さらに懇願する。

「奏くんので……気持ちよくして、イかせて？　私っ……奏くんにいっぱいナカに出してほしいからっ……！」

　いやらしい格好で、さらにいやらしいおねだりをする。視界を完全に塞がれていてよかったと思った。もし自分の痴態が少しでも目に入ってしまっていたら、恥ずかしくて言えなかったかもしれない。

「……里桜ちゃんもそうやって大胆なこと言えるようになったんだね」

　真上から降ってくる奏くんの声が掠れている。

「──いいよ。いっぱい抱いて……いっぱい出してあげる」

　興奮しているせいか、彼の荒い呼吸が聞こえる。やや乱暴な所作で下着を脱がし、スイッチを切ったおもちゃを抜いて傍らに放った。

「四つん這いになって。後ろから犯したい」

　私の腕を引いて上体を起こしたあと、両手をマットに導いた。されるがまま、私は両手と膝をつく。

「ぁああっ……！」

　すると、すぐに奏くんが挿入ってくる。

　──やっぱり、さっきのおもちゃよりも大きい。お腹のナカが彼のものでいっぱいになる感じがした。

「ナカぬるぬるだ……おもちゃの振動がよっぽどよかったんだね」

　彼は両胸を揉みしだきながら、さっそく律動をはじめる。

　熱くて、大きくて──気持ちいい。一緒に胸の先を引っ張られると、お腹の底が熱を孕んだように疼く。

「……でもさっきの話だけどさ──石間さんに言ってあげてもよかったのかもね」

　律動の合間に、奏くんがつぶやいた。千世ちゃんの名前が出ているということは、私が顔を真っ赤にしてしまったときのことだろうか。

「『最近は夫好みの、ＳＭの道具を使った激しいセックスをしまくってるから、きれいになったのかも』……って」

「っ！」

　びっくりして、すぐにはなにも言い返せなかった。

　──奏くんたら、なにを言ってるの!?

「言ったら石間さん、どんな反応するかな？　……びっくりして固まっちゃうかもね」

　したくないのに、想像してしまう。……びっくりして固まるだけならいいけど、一線引かれそうで怖い。

「ほら、ちゃんと感じて」

「んはぁっ……！」

　浅いところを擦られるタイミングで、胸の先を二ヶ所同時にきゅっとつねられて、私は湿り気のある嬌声をこぼした。

「襞が絡みついて……気持ちいいよ……」

　うっとりとそう口にしたあと、彼が少しずつ抽送を速めていく。

「みんな、こぞって僕たちのこと『誠実な理想の夫婦』とか言って褒めてたけど……解散したあと、こんなやらしいセックスしてるなんて思わないだろうね」

　彼が敢えて私の羞恥心を刺激する言葉を選んで囁いてくるのに──どうしようもなくぞくぞくした。彼が耳元で続ける。

「誠実でもなんでもない。妻の両手に手錠をかけて、首輪を着けて支配欲を満たして……おもちゃを使って乱れる妻を愉しんで眺めるような男なんだけどね、僕はっ……」

「でも……私はそんな奏くんも好きっ……」

　叩きつけられるように穿たれながら、私が言った。

「私だけに見せてくれてる顔なんだよね……他の誰にも、見せちゃだめだよ……？」

「見せるわけないよ。……里桜にしか見せない」

　私と奏くんだけの秘密──夫婦の秘密。

　お互いの前でだけ見せ合う淫らな姿だから、こんな風に堪らなく興奮してしまうのかな──？

「あぁっ……それ気持ちいいぃっ……奥、だめ、そんなに突いちゃっ……！」

　いかにも肉欲を満たすため、という激しい動きが、今は悦びに変換されている。

「いいね、きゅうきゅう締まって感じてる。……そうだ、里桜」

　彼の両手が私の首元に伸びてくる。私にとっては忠誠の証である、首輪がはまっている上。喉の近くだ。

「本当のドＳって、セックスの途中で首締めたりするらしいよ。そうすると、ナカが締まって気持ちいいんだって。締められたほうも、意識もうろうとして、それがイイんだとか」

　彼の指先が、私の喉を何度も撫でる。

　もしかしたら締められてしまうんじゃないか──そんな不安が過った刹那。

「──僕は首輪だけで満足かな。里桜が気持ちよくなることはいいけど、苦しくなることはしたくないから」

　奏くんは興味をなくしたようにそう言うと、両手を私のお尻をがっちりと支える位置に持っていき、より律動を速めた。

「あっあっあっ……！」

　ともすれば壊れてしまいそうなくらいに激しい動きによって、喘ぎっぱなしになってしまう。

「で、里桜……？　どこに出してほしいの？」

　彼がまた耳元で囁き、揶揄するように訊ねる。

「教えて？　さっき言ってたよね？　……どこにいっぱい出してほしい？」

　気持ちいいのと恥ずかしいので、頭が破裂しそうだった。

　こんなに感じてしまうのは、アイマスクのせいでも、刺激のせいでも、どっちでもよかった。私は考えることを止め、反射的に喚いた。

「な……ナカ、にっ……あんっ、私のナカにいっぱい出してっ……ふ、ぁ、お願いっ……！」

「わかった──出すよ、里桜のナカにっ……僕のっ……！」

　彼は片手を私の秘芽に伸ばし、それを転がしながら高みに上りつめようと激しいピストンを繰り返す。

「里桜、僕を見てっ……」

　懇願するような口調で言いながら、彼が私のアイマスクに片手をかけて取り払う。急に入り込んできた光が眩しいけれど、彼の意図に従うように、私は後ろを振り返った。

　肩を掴まれ、引き寄せられて──唇が重なる。そして。

「く、ぁあっ……！」

「はぁあああああんっ……!!」

　私のナカに彼の熱い迸りが放たれた瞬間、私も全身が甘く痺れたようになって──激しい絶頂を迎えた。





　◆◇◆






「今日、最初から外泊する予定だったってこと？」

　甘い時間とシャワーを終え、ダブルベッドに横になった私たち。照明を絞りいざ寝ようというとき、ふと気になったので訊ねてみる。

「どうして？」

　仰向けだった奏くんがこちらに身体を傾けたので、私も彼と向き合った。

「だって……用意周到だから」

　普段自宅で使っているアイテムが次から次へと荷物から出てきたら、誰だってそう思うだろう。

「ああ」

　私の言わんとすることを理解すると、奏くんは短く頷いていたずらっぽく笑った。

「──たまには外でっていうのもいいかなと。普段、家でばっかりだし」

「拘束具とかおもちゃの類もそうだけど、アイマスクとか媚薬まで……」

　ここぞとばかりにいろいろ詰め込んだ印象だ。確かに、普段と違う場所のほうが非日常感があるけれど。

「そうだ、里桜ちゃんにひとつ謝らなきゃいけないことがある」

　奏くんが「あ」と口を開いて、微かに眉を下げた。

「えっ、なに？」

「媚薬っていうの、あれうそ」

「ええっ!?」

　私は思わず大きな声を出して、口元を手で覆う。

「あれうちの会社のビタミン剤だよ。営業から外れたとはいえ、自社製品のことくらい知ってなきゃ」

　「見たことあるでしょ？」なんて笑っているけれど──え、ちょっと待って。

「じゃ、じゃあ媚薬の効果は……？」

「もちろんまったくなし。プラシーボってやつかな」

　……つまり私は、薬効なんてなにもないのに、先入観だけで反応してしまったということ？

「もうっ……奏くんのバカ」

　私は反対側に寝返ると、彼に背を向けた。

「でも、アイマスクの効果かもしれないし。『媚薬』って言葉に燃えたでしょ？」

「知らないっ」

　──なんだかすごく恥ずかしいことをした気分。いや、それ以外にもいろいろと恥ずかしい場面があったし、これはその一部を切り取ったに過ぎないことはわかっているのだけれど。

「ごめんごめん。機嫌直して」

　彼は優しくそう言って、私の肩をトントンと叩いた。

　……なんとなくいじわるをし返したい気分になって、まだ振り返らないことにする。

「……ねぇ里桜ちゃん。僕、里桜ちゃんと結婚してよかった」

　彼の腕が背後から回ってきた。私をそっと抱きしめながら、奏くんが囁く。

「そのままの自分を、包み隠さず受け入れてくれる人がいるって、すごく幸せなことだよね。それが好きな人だったら余計に」

「……そうだね」

　演技したり、取り繕ったりしなくても、お互いに笑顔でいられる。そんな出会いに、私も心から感謝している。

　奏くんと出会えてよかった。奥さんにしてもらえてよかった、と。

「私……奏くんのせいで、いけない快感を覚えちゃったんだから……ずっと、私のことだけ見て、私のことだけ愛してね……？」

「もちろん。そのつもりだよ」

　奏くんの私を抱く腕に力がこもった。ずっと私だけを愛する。その意志の強さなのだと思いたい。心地いい声音で、奏くんが続ける。

「これからもいろんなことお願いしちゃうかもだけど……よろしくね」

「……こちらこそ」

　いつもされてばかりだから、本当はいじわるをしたかった。たまにはするほうになるのもいいかな、と。だけど私は、身体を反転させ彼のほうを向く。

　この先も私とともに歩んでくれるという決意にも似た言葉を、しっかりと目を見て噛み締めたかったのだ。

　──私はいじわるで、優しくて、大好きな旦那様の腕に抱かれながら、次第にまどろんでいったのだった。
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　こんにちは、もしくはこんばんは。小日向こひなた江え麻まです。

　このたびは『完璧な旦那さまの秘密を知ったら、いじわるな激甘テクで蕩けさせられました!?』をお読みいただき、まことにありがとうございます！

　早いもので、濃蜜ラブルージュさまで十作目の作品を出させていただくことになりました。一作目は二〇二一年の十一月だったのですが、なかなかのハイペースで書かせていただいていることになります。

　私のなかの「これ書いてみたかった！」を自由度高く書かせてくださる懐の広い担当さま・編集部さまには感謝の気持ちでいっぱいです。本当にありがとうございます。

　さて、そんな十作目ですが、、テーマは「スパダリなんだけど実はＳっ気の強い夫」。

　これまでに他社さま含め私の作品を読んでくださったことがある、という方はご存知かとは思いますが、過去を遡れば遡るほどヒーローのＳ率高めだったりします。多分好きなんだと思います。ついでに、ギャップのあるヒーローという設定も好きなので、甘やかして大切にしてくれるスパダリが実は……という部分も楽しみながら書けました。

　ちなみにこちらの作品ですが、レーベルの過去作品にまつわる人物・会社なども登場させております。

　ヒロイン・里桜の友人である桐きり山やま初菜は、一作目の『欲情はライバル同期に鎮めてほしい～煽られたらただの同僚には戻れない～』のヒロイン。（ちなみに石間千世ちゃんも同作に出てきます）つまり同じ化粧品メーカーということになります。

　さらに、ヒーロー・奏が怪しいグッズを購入していたのは、四作目の『極上社長と敏腕専務に蕩けるほど愛されています!?』の舞台であるＧＡＴ株式会社が運営する、「Melty＊honey」というセルフプレジャーアイテムのオンラインショップです。こちらのショップが他にどんなアイテムを取り扱っているのか興味がある方（果たしているのか、という感じですが）は、ぜひお読みいただけますとうれしいです。以上、情報と見せかけた宣伝でした（笑）

　最後になりますが、重ね重ね担当さま、編集部のみなさま、今回も無事に作品を配信させていただき、まことにありがとうございました！

　カバーイラストを担当してくださった南なん国ごくばななさまも、イメージ通りの純でかわいらしい里桜＆イケメンなスパダリ奏を描いて下さり、本当にうれしかったです！　特に里桜の悩ましい表情と赤い下着が最高です。ありがとうございました！

　それでは、今回はこれにて失礼いたします！　またご縁がありますように。






小日向江麻
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